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助
会
長
)
の
力
一
ブ

l
舗
装
が
完
成
し
、

一
記
念
に
ミ
一
一

S
L
の
試
乗
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

カ
ラ

i
舗
装
が
完
成
し
た
の
は
、
横

町
か
ら
駒
子
町
に
か
け
て
の
全
長
」
一
行

人
八
十
日
の

un
間
で
、
本
町
通
り
と
合
わ

たう せ
で
き
れ
い
な
レ
ン
ガ
色
に
な
り
ま
し

試
乗
が
行
わ
れ
た
ミ
二

S
L
は
、
機

関
車
を
冷
め
て
山
両
の
一
編
成
で
、
白
い

川
聞
を
吐
き
な
が
ら
、

級
国
に
敷
か
れ
た
、

長
浜
小
学
校
の
…
一
千

レ
ー
ル
の
上
を
力
強
く
走
り
、
延
べ
約

八
五
長
約
八
十
日
の

し
た
。

八
百
人
の
千
供
達
が
試
乗
を
楽
し
み
ま
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平成元年度施政方針

時;

生長:

今
坊

平
成
一
冗
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、
一
二
月
十
五
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま

で
の
八
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
平
成
元
年
度
の
当
初
予
算
ゃ
、
町
ぃ
つ
く
り
基
金
条

例
の
制
定
な
と
四
十
六
件
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
。
ま
た
、
大
和
小

学
校
屋
内
運
動
場
建
築
に
関
す
る
陳
情
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
五
件
は
、
受
理
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
を
前
に
、
町
長
が
平
成
一
冗
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
。
続
い
て
四
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら
ま
し
を
ζ
紹
介
し
ま
す
「

元
年
度
施
政

は

じ

め

に

本
年
度
は
、
平
成
元
年
度
と
い
う
意

義
あ
る
視
点
に
立
つ
て
の
民
望
と
実
行

の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
節
目
u
の
年
」

L

一
以
内
1

け
、
希
で
の
叫
て
る
一
応
年
度

と
な
る
よ

7
心
長
一
利
た
ー
し
て
い
る
。

↓
」
ネ
加
の
よ
-
J

に
、
世
界
情
勢
は
言

う
に
及
ば
ド
、
凶
内
山
付
会
経
済
情
勢

t
u
M
に
厳
し
主
の
ば
ん
け
い
を
強
め
て
い

る
が
、
長
浜
町
L
L
(

て
は
「
ふ
る
さ
と

創
生
諭
」
山
利
一
一
子
・
叫
念
を
最
も
よ
く

体
現
し
た
施
策
展
開
を
試
み
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

消
費
税
の
導
入
に
つ
い
て
は
論
議
を

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

A
7
M

の
税
制
改
革
の
意
義
は
、
第
-
に
個
人

の
任
民
税
の
負
担
緩
初
で
あ
り
、
ま
た
、

消
資
税
の
地
方
交
付
税
対
象
項
日
へ
の
追

加
に
よ
り
、
地
ト
M
財
源
の
ね
宋
山
一
一
完
全

に
保
障
さ
れ
ザ
こ
と
に
な
づ
た
ご
の

こ
と
は
財
政
川
述
、
川
齢
化
社
会
へ
の

対
応
が
可
能
に
な
っ
た
と
い

7
怠
時
か

ら
大
き
な
血
恵
美
が
あ
る
七
山
ど
汽
一
べ

長
浜
町
に
わ
引
い
ど
も
特
別
山

m山
f
h什

従
し
な
い
限
り
、
凶
・
県
仁
保
[
一
で
こ

れ
を
遵
守
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
気
概
と
勇
気
を

立
工
事
、

の
年

持
っ
て
混
迷
と
転
陥
択
の
時
代
を
乗
り
切

ー
で
い
か
ね
ば
、
新
し
い
時
代
の
町
、
つ

く
り
は
で
き
な
い
も
の
と
与
え
て
い
る
。

農

林

水

産

業

農
業
に
つ
い
て
は
、
白
山
化
付
従
い
し

し
て
柑
橘
等
産
地
再
編
対
応
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ム
る
が
、
T

)

の
こ
と
に
つ
い
て
は
農
家
と
農
協
が
一

体
と
な
っ
て
、
高
品
質
化
へ
の
取
り
判

み
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
「
競
争
力
山

強
い
農
業
の
縫
江
」
を
日
桁
L
て
、
節

子
一
一
次
長
浜
町
農
業
振
興

μ画
の
推
進
に

向
け
て
、
農
協
と
共
に
全
力
を
傾
、
任
し 施政方針を述へる西田町長

て
い
き
た
い
の

林
業
に
つ
い
ど
は
、
森
林
総
合
繋
備

事
業
を
一
平
成
一
見
年
皮
か
ら
導
入
し
、
尺

か
年
計
画
で
育
林
事
業
弁
一
実
施
す
る
所

仔
で
あ
る

O

K
F悼
特
よ
い
い
つ
い
て
は
、
昨
年
、
「
マ

リ
ノ
ヘ
ン
ヨ
ン
構
想
」
の
指
定
を
受

け
、
明

ι、
伊
予
灘
中
央
海
域
総
合
整

備
推
進
事
業
計
画
を
、
県
と
共
に
策
定

中
で
あ
る
。
長
浜
町
と
し
て
は
、
本
計

自
に
従
米
の
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善

事
業
、
沿
岸
漁
場
整
備
間
売
事
業
を
可

能
な
限
り
網
羅
す
る
と
共
に
、
臨
海
部

開
発
事
業
の
小
型
船
だ
ま
り
計
耐
を
包

含
し
た
も
の
と

4
べ
く
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
漁
港
繋
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
肴
工
中
の
櫛
生
漁
港
修
築
工
事
を

は
ピ
め
、
沖
浦
・
青
島
の
川
部
改
良
を

+
車
内
…
山
に
夫
施
し
て
い
き
た
い
。

関

工

業

商
業
に
ソ
い
て
は
、
大
洲
・
松
山
経

吟
附
ヘ
購
允
力
が
流
出
し
て
い
る
現
状

作
一
川
正

t
ベ
く
、
個
白
自
ら
が
体
質
改

言
及
ひ
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
閣
り
、
点
間

仁
会
は
経
営
指
導
の
充
実
と
総
札
口
的
な

商
工
業
の
振
興
の
た
め
、
責
任
を
村

J

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
項
き
た
い
。

ハ
i
ド
函
の
整
備
と
し
て
は
、
六
十
一
二

年
度
か
ら
継
続
し
て
、
町
道
横
町
・
』
寸

町
・
駒
手
町
線
を
は
じ
め
商
山
仙
の
カ

ラ
i
舗
装
化
を
図
り
、
観
光
什
滝
か
ら

の
導
入
ル

l
ト
と
し
て
、
土
た
、
点
間
業

拠
点
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
メ
プ
を
凶
っ

て
い
く
。

工
業
に
つ
い
て
は
、
今
午
一
厄
に
今
川

地
医
理
L
1
L
事
が
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、

吋
該
用
地
へ
の
彬
転
促
進
と
市
街
地
の

再
編
を
合
め
、
そ
の
基
盤
づ
く
り
の
年

と
し
た
い
。

長
寿
社
会
へ
の
対
応

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
け
七
1
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
等
に
係
る
件
種
刊
ノ

ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
推
進
し
、
口
取

も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
C
き
る
よ

う
「
長
浜
町
高
齢
者
サ
l
ヒ
λ

誠
繁
チ

ー
ム
」
を
設
置
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
活
動
を
推
進
し
て
い
く
考
え
δ
あ
る

J

ま
た
、
金
婚
式
に
つ
い
て
も
継
続
実

施
し
、
八
十
歳
以
上
の
独
居
・
身
障
者

等
の
ト
刀
を
対
象
に
行
》
て
い
る
給
食
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
午
齢
の
引
き
下

け
な
と
、
前
向
き
に
険
辻
し
た
い
。

こ
の
他
、
児
童
・
母
子
及
び
父
子
・

身
障
お
制
社
等
々
、
国
・
県
の
施
策
と

相
ま
っ
た
も
の
に
す
る
と
共
に
、
川
米

移
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
老
人
ホ
ー

ム
白
山
間
を
含
め
、
特
別
式
込
町
主
人
ホ

ー
ム
の
併
設
等
、
総
合
的
に
愉
川
し
た

、4
0

教
育
文
化
行
政

青
少
年
の
健
全
白
成
に
つ
い
て
は
、

決
し
て
v

一
子
校
教
育
の
み
で
成
し
得
る
も
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の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
家
庭
で
の
親
子

の
つ
な
が
り
・
対
話
を
強
め
、
生
活
習

慣
の
徹
底
を
基
繋
に
可
能
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
を
通
ビ
、
大
人
と
千
供
の
触
れ
合
い

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
本
中
1
の
意

味
で
の
健
全
育
成
は
で
き
な
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
心
身
共
に

情
緒
豊
か
な
子
供
達
の
育
成
の
た
め
、

「
長
浜
の
チ
供
を
み
ん
な
で
育
て
る
会
」

が
発
会
し
た
。
子
供
の
み
で
な
く
、
大

き
く
は
大
人
を
合
め
た
人
ゃ
つ
く
り
教
育

の
た
め
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
取
り
組
ん
で

項
き
た
い
。

郷
土
の
鹿
史
@
文
化

現
在
「
長
浜
の
歴
史
」
と
「
長
浜
の

域
社
」
を
編
さ
ん
中
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
学
校
教
育
に
も
大
い
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

文
化
の
保
存
伝
承
に
つ
い
て
は
、
将

来
建
設
の
民
族
資
料
館
に
備
え
、
古
い

農
具
・
氏
具
等
の
収
集
保
存
を
阿
っ
て

い
る
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
共

資
料
の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

開
発
事
業
の
推
進

園田画盟理施政方針。一般質問

本
年
度
は
、

A
7
坊
地
医
埋
立
工
事
が

完
成
す
る
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
ト
仕

予
定
し
て
い
る
企
業
の
立
地
操
業
並
び

に
重
要
港
湾
昇
格
に
向
け
て
遁
進
し
、

必
要
な
基
盤
整
備
諸
事
業
を
施
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
誘
致
条
件
整
備

の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。ま

た
、
第
七
次
港
湾
整
備
五
か
年
計

画
と
し
て
現
在
着
工
し
て
い
る
小
型
船

だ
ま
り
は
も
と
よ
り
、
当
該
用
地
前
面

の
公
共
阜
頭
の
整
備
を
緒
に
つ
け
て
頃

き
、
財
政
の
許

F
限
り
港
湾
整
備
の
促

進
に
努
め
て
い
く
。

人
ぃ
つ
く
り
・
町
ぃ
つ
く
り

長
浜
町
の
礎
と
な
る
人

F

つ
く
り
・
町

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
臼
八
刀
と
郷
上
に

対
し
て
内
信
と
誇
り
の
持
て
る
人
♂
つ
く

り
を
推
進
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
人
-
人
が
自
分
の
町
を
見
直
し
、
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
問
心
を
持
っ
と
同
時
に

そ
の
原
動
力
と
な
り
、
ま
た
、
建
設
的

な
意
見
に
基
づ
い
ご
町

c

つ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

L
J

供
達
に
は
郷
上
の
歴
史
・
資
源
を

…
一
子
ば
せ
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
姿
を
創
造

さ
せ
、
我
々
大
人
は
、
子
供
達
に
白
信

を
侍
っ
て
継
示
で
き
る
未
来
の
長
一
次
守
つ

く
り
に
向
け
て
宥
実
に
遁
進
し
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
の
一
億
円
に
つ
い

て
は
、
ム
7
M
の
交
付
金
を
原
資
と
し
て

町
J

つ
く
り
基
金
を
設
け
、
こ
の
通
山
益

会
を
も
っ
て
総
合
的
な
町
つ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
が
最
長
げ
の
点
策
で
あ
る
と

考
え
る
。主

な
建
設
事
業

及

び

施

策

文
教
施
設
整
備
で
は
、
戒
川
小
学
校

の
改
築
と
合
わ
せ
て
幼
児
学
級
施
設
を

建
設
し
、
林
間
集
落
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
に
計
画
中
で
あ
る
。

ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
職
場
ゃ
つ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
従
来
の
庁
舎
補
償
王
事

を
機
に
増
改
築
工
事
を
施
行
し
、
電
算

の
本
格
様
働
と
ム
口
わ
せ
て
、
事
務
能
ぷ
干

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

共
葬
墓
地
に
つ
い
て
も
、
ヂ
成
一
応
年

度
か
ら
整
備
す
べ
く
、
町
と
公
社
で
実

施
計
両
を
策
定
小
で
あ
る
。

肱
川
水
系
リ
バ

l
サ
イ
ド
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
山
し
滝
「
一
一
局
め
ぐ
り
什
然

遊
歩
道
整
備
事
業
」
任
び
に
、
ウ
イ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
合
メ
イ
ン
と
し
た
「
小

泊
リ
パ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
整

備
事
業
」
の
一
一
事
業
を
ム
パ
み
、
宇
和
町
、

野
村
町
、
河
辺
村
の
計
一
向
と
整
ん
H

を
阿

っ
た
肱
川
中
小
系
の
ふ
る
さ
と
っ
く
り
計

画
で
あ
り
、
平
成
一
一
年
度
か
ら
千
成
山

年
度
に
か
け
て
計
画
し
て
い
る
。

青
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
政

事
業
に
つ
い
て
は
、
臼
治
宝
く
じ
助
成

事
業
に
よ
り
、
平
成
厄
年
度
に
建
殺
す

る。
焼
却
場
処
用
施
設
住
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
大
洲
市
、
長
浜
町
の
広
域
事
業

と
し
て
、

Jγ
成
厄
年
度
か
ら
千
成
一
二
年

度
の
聞
に
け
且
唱
し
八
十
卜
/
の
処
珂
能
力
を

持
っ
た
ゴ
ミ
処
理
施
設
を
計
画
し
て
い

る
も
の
で
、
一
千
成
同
年
度
に
は
総
事
業

費
約
四
卜
億
円
で
完
成
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

役
場
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
時
代
の

変
化
に
応
え
得
る
、
公
務
れ
と
し
ど
の

使
命
感
に
徹
し
た
「
入
、
つ
く
り
」
に
努

さ
ん

め
る
と
共
に
、
切
業
琢
磨
し
、
同
績
に

励
む
体
制
を
確
ム
止
し
た
い
。

約雲
間「二
十了
二算
扇規
円模

質
問
:
二
千
成
元
年
度
の
予
算
及
び
近

隣
町
村
の
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
(
絞

川
和
犬
議
員
一

答

弁

主
l

成
比
年
一
度
-
般
会
計
の
肢

終
予
算
規
模
は
、
約
同
十
一
一
一
億
円
の
見

込
み
で
あ
る
。
長
浜
町
の
公
債
費
比
率
に

つ
い
て
は
近
隣
市
町
村
と
比
べ
て
も
何

ら
そ
ん
色
は
な
く
、
健
全
財
政
の
範
ち

ゅ
う
に
あ
る
。

水謹
準 :E
をう晶
子τの

め
る

質
問
・
・
・
任
期
後
下
に
お
け
る
行
政
姿

勢
に
つ
い
て
(
絞
川
和
夫
議
日
)

答
弁
;
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
施

政
ト
刀
針
の
小
で
申
し
上
げ
た
基
本
姿
勢

の
ほ
か
、
「
ふ
る
さ
と
長
泣
い
ぞ
つ
く
り
訂
」

を
基
本
に
、
谷
地
域
の
公
共
施
設
の
整

備
会
財
政
の
許
す
限
り
行
い
、
生
市
環

境
の
水
準
を
高
め
て
い
き
た
い
。

整
備
用
件
を
満
た
し
て

質
問
・
公
共
施
設
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
(
桜
旧
和
夫
議
員
)

答
弁
・
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画

を
指
針
と
し
ど
、
計
則
的
な
整
備
を
進

め
た
い
。
事
業
推
進
に
は
整
備
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
が
、

こ
の
た
め
に
も
、
地
一
応
関
係
各
位
の
明
暗

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

'v

ノぐ、。構
造
な
ど
十
分
に
配
慮

質
問
・
げ
金
円
増
改
築
計
画
に
つ
い
て

(
桜
田
和
夫
議
員
)

答
弁
・
・
庁
舎
の
増
改
築
に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
安

全
性
、
機
能
性
と
い
っ
た
観
点
か
ら
計

画
し
ご
い
る
も
の
で
、
新
庁
舎
逮
設
後

は
町
民
の
ト
刀
々
の
安
請
と
外
観
浮
か
ら

H

一
取
も
相
応
し
く
、
緊
急
性
の
高
い
も
の

に
利
活
用
し
た
い
。
ぼ
史
的
文
化
的
施

設
に
付
随
併
設
す
る
増
改
築
で
あ
り
、

構
造
等
に
は
十
分
配
慮
寸
る
と
共
に
、

位
以
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
閃
れ
る
外
構

と
し
た
い
。

後
継
者
対
策
に
協
力

質
問
商
仁
振
興
に
つ
い
ご
(
日
高

出
…
友
議
員
)

答
弁
山
舗
改
装
也
市
の
資
金
に
対
す

る
利
子
補
給
制
度
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

昭
和
問
十
年
に
中
小
企
業
振
興
資
金
融

資
条
例
を
制
定
し
現
化
ま
で
運
用
し
て

い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
日
取
近
の

-

J

年
聞
は
利
川
希
望

斉
が
い
な
い
。
今
後
は
商
工
業
私
自
の
一
一

l
ス
を
抱
出
し
な
が
ら
、
現
制
度
の
改

正
を
検
討
し
た
い
。

後
継
お
対
策
に
つ
い
て
は
、
先
進
地

の
視
察
研
修
、
勉
強
会
、
具
体
的
に
実

行
さ
れ
る
事
業
等
に
つ
い
て
、
で
き
る

限
り
協
力
し
た
い
。

駐
中
場
主
下
、
ム
石
効
利
用
が
望
ま
れ
る

N
T
T
山
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
現

花
N
T
T
に
要
望
小
で
あ
り
、
問
係
者

の
米
庁
を
待
っ
て
い
る
。

し
前
山
街
の
振
興
・
発
展
に
む
い
て
は

商
工
会
、
高
山
連
盟
、
信
販
等
々
、
ぃ
直

結
す
る
団
体
の
方
々
と
山
首
に
連
携
を
取

り
な
が
ら
対
策
を
構
え
た
い
。

夜
間
照
明
使
用
料
は

据

え

置

き

質
問
・
消
費
税
に
つ
い
て

(
H
高
照

友
議
員
)
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一般質問臨盟国

答
弁
-
-
-
消
費
併
の
導
入
に
伴
う
公
共

施
設
の
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
公
共

料
金
ほ
受
益
在
負
抗
の
原
則
を
も
と
に

必
要
な
経
費
を
算
定
し
て
適
正
な
料
金

を
改
定
し
と
い
る
択
で
、
消
費
税
の
影

響
額
を
使
川
料
金
ち
に
ト
L

来
せ
寸
る
こ

と
は
、
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
υ

復
間
照
明
使
問
料
に
つ
い
て
は
据
え
置

く
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
な
む
、
町
民

の
方
々
の
珂
解
を
頂
く
た
め
、
広
報
活

動
や
税
務
署
手
に
説
明
会
を
開
催
し
て

頂
く
予
定
で
あ
る
。

総
区
画
契
約

二
百
基
前
後
を
計
画

質
問
・
仕
(
葬
墓
地
建
設
計
画
の
進
持

状
況
に
つ
い
て
一

H
尚
照
友
議
げ
は
)

答
弁
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町

か
ら
上
地
開
発
公
社
に
対
し
、
用
地
買

収
及
び
墓
地
建
設
ま
で
一
切
を
安
清
し

て
い
る
。
地
所
は
諸
般
の
検
討
を
進
め

て
あ
り
、
発
表
は
伴
っ
て
引
き
た
い
。

両
横
は
-
ば
一
州
中
!
た
り
間
千
万

υとい八

平
方

υの
-

A

種
、
総
M

れ
同
契
約

A

一
行
基

前
後
を
計
画
し
て
い
る
。
完
成
は
一
千
成

一
一
九
年
度
末
を
目
標
に
し
ご
む
り
、
道
路
、

駐
車
場
な
ど
の
附
帯
施
設
は
可
能
な
限

り
整
備
し
た
い
。
貸
付
価
格
は
現
従
試

算
中
で
あ
る
。

新
た
に

消
費
譲
与
税
を
交
付

質
問

A

般
消
費
税
に
対
す
る
町
長

の
基
本
的
な
与
え
か
に
つ
い
て
(
堤
正

和
議
民
)

答
弁
・
:
消
費
税
の
主
人
に
伴
う
交
付

脱
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
宅
気
税
及

び
木
村
引
取

Mm
が
廃
止
と
な
り
、
新
た

に
消
費
漆
与
税
と
し
て
、
消
貨
収
入
見

込
一
組
の
千
八
分
の
一
の
う
ち
、
市
町
村
に

対
し
て
は
そ
の
十
一
分
の
千
九
が
減
与
さ

れ
る
。
ま
た
り
地
庁
交
付
税
に
は
、
こ

れ
ま
で
同
組
:
一
税
の
干
一

;
u
m
州
中
1
M
間
が

一
年
人
主
れ
て
い
た
が
、
新
た
に
消
費
税
の

一
八
分
の
川
の

-

A

川
%
及
び
、
同
の
た
ば

こ
耐
の
ァ
九
%
相
勺
一
泊
が
そ
れ
ぞ
れ
洋

人
さ
れ
交
付
さ
れ
る
。

3

厨
r
L
業
私
自
に
付
十
る
指
導
に
つ
い
ど

は
、
各
所
四
公
共
機
問
の
力
を
借
り
る
な

ど
、
ド
竹
れ
に
つ
と
め
て
参
γ

り
た
い
り

(
※
公
共
料
金
と
の
問
係
等
、
川
一
日
間
議

HH
に
付
す
る
符
弁
と
亘
筏
寸
ノ
包
…
品
分
は

行
時
し
ご
い
ま
す
υ)

山際の共葬墓地

健
全
育
成
を
重
視

質
問
・
:
教
育
行
政
の
治
問
題
に
つ
い

で
(
堤
正
和
議
日
)

答
弁
・
:
人
ず
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、
そ

の
第
一
歩
が

Jr
川
い
の
教
育
に
な
る
し
」
川
己

う
り
子
供
の
育
成
に
つ
い
て
は
健
全
育

成
と
保
送
育
成
と
い
〉
一
一
面
が
あ
る
と

川
?
?
が
、
こ
れ
か
ら
は
特
に
健
へ
L

育
成

の
闘
を
長
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
先
般
「
長
浜
の
子
供
を
み
ん
な

で
育
て
る
会
」
が
発
足
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
こ
の
一
一
面
に
取
り
組
ん
で
瓜
く
よ

う
JC
あ
る
が
、
子
供
の
成
長
に
明
ま
し

迫
田
翌
見

J

く
)
)
こ
)
〉
一
一
千
壬
一
-
v
f
交
-

L
B
h
r
く
れ
V

ぴ

f
u
ぴ
バ
有
Bh
汐

社
会
教
育
の
充
実
向
上
に
取
り
組
み
た

迎

。
し

二
=
支
J
E
f
J
-
F
P
J
こ父
F
)
f
3
L

戸、
J

、一一

ト

F
訂
V
J
h
吋
、
'
f
十

l
土
カ
j
て
宇

H
1

涯
教
育
と
い
う
よ

3
な
怠
味
か
ら
、
子

供
の
教
育
だ
け
で
は
な
く
成
人
お
教
育

の
山
崎
と
し
て
、
先
生
々
仁
ま
た
旧
制
存
行

と
し
て
長
浜
町
の
教
育
向
上
に
バ
、
力
を

も
〉
ア
2
1
i

、
、
-
一
通

士
山
明

L
L非
人

し

反
川
ト

F
L父
ハ
リ
主
凡
守
一
ノ

j
c土、

1
!
ノ

'
j
i
t
d
ド
(
一

L
一

(

地
域
の
い
又
化
活
動
の
中
心
と
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
対
応

し
た
も
の
に
な
心
の
む
は
な
い
か
と
与

え
て
い
る
。

肱
川
流
域
の

恥比
v
h時五

U
巳
円
廿
吋

b
r
-
M
V
I
j

w
F
ツ一一

t
l
J令
下
十
H
川

質
問
;
ふ
る
さ
と
っ
く
り
特
別
対
後

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
へ
初
出
永
山
ぷ 老朽化した戒川小学校

答
弁
ア
小
る
さ
と
っ
く
り
特
別
対

策
事
業
」
が
、
長
浜
町
の
単
独
計
画
と

な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
こ
の
事
業
は
地
点

公
共
同
体
が
れ
ら
の
企
画
に
よ
り
単
独

で
行
う
事
業
で
あ
る
。

L
か
し
、
採
択

と
な
る
に
は
緊
急
度
、
戦
略
作
手
の
高

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
会
い
こ
と
か

ら
、
町
単
独
の
小
出
品
模
プ
口
、
ン
f

ケ
ト

と
す
る
よ
り
も
、
肱
川
流
域
を
有
機
的

に
結
び
付
け
た
水
際
空
間
利
山
と
い
う

こ
と
で
、
肱
川
本
系
リ
パ

l
サ
イ
ト
ブ

口
一
ン
工
ケ
卜
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
内
に
つ
い
て
は
保
択
を
仔
っ
と

こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
何
と
も
一
一
三
円

え
な
い
正

減
反
率
二

O
@
六
%

質
問
・
・
農
林
業
振
興
付
策
に
つ
い
て

(
附
汁
永
村
義
j
J

イ

J
ノ

一

I

ロ

i
、

答
弁
:
か
ん
き
つ
注
地
一
向
一
州
事
業
に

む
け
る
農
一
家
岡
山
一
一
一
か
年
計
同
と
は
、

農
家
が
什
分
で
両
横
会
山
し
て
凶
け
出

j

〕
戸
、
、
一
i
-
¥
て
n
J

いい凡一ギ
J
Y
L
E
F
)

壬

止
ま

k

び
て

y
f
l
u
f
f
f
メ

l
ァ

っ
て
い
る
υ

そ
の
内
、
今
年
度
分
は
九

I
L
三
ひ
、
長
年
、

t
正
5
一
よ
-
ご
)

J

J

E
M
示
止
l
，4
7

(

f

L

.

減反の進む園地

整備が予定されている小浦地区

M
m
r
ど
あ
る
。
伐
採
し
た
閣
地
面
積
の
取

り
力
は
、
傾
斜
地
は
コ
ン
パ
ス
の
実
測

が
義
務
づ
け
-
L

つ
れ
て
む
り
、
測
註
は
地

主
の

t
会
の
上
で
行
う

rr定
で
あ
る
。

れ
い
凡
禾
乃
じ
円
二
ハ
一
ソ
j

ど
土
、
到
，
ハ
ワ
甫
功

イ
十
/
し

J
ノ

l
J
L
一

l

[

/
し
宇
ト
上

令
の
J
Y

算
化
が
-
今
一
円
け
じ

H
に
成
zJV+

し
た

こ
と
と
、
内
ぷ
の
要
的
一
K

が
実
現
し
な
か

ー
た
こ
と
か
ら
遅
れ
た
も
の
で
あ
る
。

農
業
訂
作
会
受
給
斉
と
の
事
業
関
連
に

つ
い
て
は
、
ヶ

l
ス
パ
イ
ウ
ス
に
会

ソ
て
く
る
の
で
、
該
中
i
t
白
は
農
業
委

H

会
に
相
談
し
て
一
泊
一
き
た
い
。
出
内
閣
に
つ

い
て
は
何
も
作
ソ
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
他
の
物
を
作
れ
ば
補

助
金
の
返
還
と
な
る
。
ま
た
、
他
県
樹

二
日
山
口
山
樋
作
物
一
を
植
え
た
場
合
は
、

翌
年
に
状
況
を
確
認
し
て
、
そ
の
午
に

八
万
円
を
同
級
費
と
し
て
請
求
寸
る
こ

と
に
な
づ
て
い
る
。

公
共
施
誌
の
同
庄
村
使
山
に
つ
い
て

は
、
今
後
両
齢
t
h
が
な
じ
も
よ
う
な
木

造
施
設
合
、
福
祉
施
設
や
集
会
所
の
新

ぷ
に
際
し
て
ト
ヘ
刀
に
配
慮
し
た
い
。
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新
し
い
事
業
や
、
持
に

力
を
そ
そ
ぐ
事
業
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
て
大

き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の

な
ど
を
特
徴
と
し
、
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

文
中
の
%
は
、
前
年
度

当
初
子
児
と
の
比
較
。

般
会
計
の
目
的
別
世
日
別
総
額
の
(
)

内
の
%
辻
、
同
予
算
の
お
額
に
占
め
る

同
費
目
の
劃
合
で

F
o

霊童霊謹~

i全般的な特電

~三宝宝室霊童三

総 務費

企電・
画話広一

平巨自室
事財・管

とおど・住税推生務産有理
金に選民・進話連管線
の{吏挙登戸・行絡工虫放文
こうな録籍徴政・ -i差書

61.意2，253万6千円 (16.4%)

図画四一予算のf吏いみち国

庁

舎

を

増

築

文
書
費
は
、
ワ
ー
プ
ロ
及
び
印
刷
機

等
の
リ

l
ス
料
百
四
十
七
万
一
一
千
円
c

広
報
広
恥
費
は
、
広
報
な
が
は
ま
発

国
庫
補
助
負
担
率
復
元
問
題
等
、
大

変
厳

L
い
状
況
ド
に
あ
り
、
昨
年
に
引

示
続
き
全
科
什
に
わ
た
っ
て
一
般
経
常

経
費
の
見
匠
し
を
一
行

J

て
い
ま
す
が
、

住
民
生
活
に
直
結

L
三
事
業
及
び
廃
業

振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
吋
能
な
山
り

組
み
込
ん
で
い
ま
J
o

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

比
九
・
五
%
伸
び
に
な
》
て
お
り
、
性

質
別
で
は
建
設
事
業
費
が
同
総
額
の
一
一
一

A

回一一
μ
を
上
円
め
、
溢
治
経
質
は
前
年

度
比
一
七
・
一
一
%
憎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
に
要
す
る
経
費
二
百
六
十
一
万
五
「

円。
有
線
放
送
施
設
費
は
、
白
滝
幹
支
線

ほ
か
の
改
修
費
三
百
万
円
。

財
産
管
理
費
で
ほ
、
庁
舎
増
築
工
事

法
負
費
な
ど
。

企
画
費
で
は
、
青
島
コ
ミ
I

一一一一アイ

セ
ン
タ
ー
建
設
玉
事
請
負
費
ほ
か
、
町

勢
安
覚
作
ド
成
委
託
料
に
二
百
一
下
万
円
。

町
内
三
路
知
山
過
疎
パ
ス
補
助
金
立
百

六
十
五
万
円
。
離
品
航
路
補
助
金
と
し

て
、
長
浜

l
青
島
航
路
に
一
千
六
十
九

万
-
千
円
。

生
活
行
政
推
進
貸
で
は
、
山
川
県
会
所

の
建
設
に
事
請
負
貨
な
と
。

町
守
つ
く
り
対
策
費
で
は
、
町
。
つ
く
り

委
員
会
補
助
金
三
百
万
円
。

電
質
管
理
費
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
委

託
料
な
ど
八
百
九
十
五
万
円
。

統
計
調
査
関
係
で
は
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
、
商
業
統
計
調
丘
な
ど
に
必
要
な

経
費
二
百
六
十
五
万
八
千
円
。

全科丹にわたり

経前経費を見直し

平成元年慢の、ll初予算が、次のj迫VJ決

まりました¥(;0は II百年度当初予算との

よ七事交)

I一般会計] 371.部， 94il万川 T円

J ~lí ) 

l国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ]

円 (7.7%減)

[ 国 民 健 康 保 険 直 営 診 療 所 特 別 会 計1
825υ]'J (8.1%用)

[港湾施設特別会計] 1，374万2千円

(4.0%i将)

[ 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計1
3-{-川 (4.9%増)

[ 1主宅新築資金等貸付事業特別会計1
3、513万2了↓'J (3.7μ減 j

{老人保健特別会計11 ()倍以)7万6T一円

(7.7%J(1) 

[臨海土地造成事業特別会計1
83f戸8.(i2(i万9千 円 (310.1%土日j

[水道事業会計1~又九十((!ヰ7.乞子定説 2億

4.913万7T-ドi。資本的収入子ノι判 0円。

資本的支出予定額三 .220)j円。

{工業用水遣事業会計]収益的収ぞ予定

評U2，525JjfJJ 白本的収入 f定額7.8()(lノゴ

f'Jυ 資本町J交!UJら定額8.784万 7T~]'J り

ト

vgvg?♂わ
3
争
弘
、
。
。
。
。
。

r
h
A
1
3
@ゆ
伊
の
伊
の
伊
0
0
0申砂
ψ
の
伊
句
。
砂
納
品
炉
。

ow与
の
O
Wん

ztJfgvfvF向車
ψ
州
市
唱
。
吟
ゅ
の
い
の
何

Ahpゐ
6

0め

w
g
f白
内

J
少
。
。
。
。
砂
。
。
ωい

老

人

福

一

医

療

費

に

二

百

七

万

四

千

円

川

f
医

保

健

一

)

机

・

児

一

療

慢

に

丘

百

十

五

万

二

千

円

衛

生

全

一

消

)

童

福

祉

一

刷

老

人

福

祉

に

つ

い

て

は

よ

齢

主

費

般

公

万

骨

幹

-

号

、

母

子

福

一

川

金

に

二

百

二

十

八

万

円

。

敬

老

会

関

係

:

害

防

唯

一

刊

4

一

E
「

E

・
F
J
b何
一

噂
喝
若
村
い

j
松

j
m

に

凹

百

八

十

万

九

千

円

。

老

人

ク

ラ

プ

バ

コ

佐

川

一

則

鴻
対

Ma抑
制
立
↑
』
民
年
金
一
千
育
成
一
世
に
百
一
万
八
「
円
。
特
別
芝
山

i

一

A
d
r
6ぬ
記

d
ぽ
量
一
一
一
号
一

1

首
ど
に
明
一

2

時
j

4

4

・
バ
ヲ
一
打
一
万
乏
人
ホ

l
ム

負

担

金

一

し

て

百

十

七

万

事

f
一5

1

i

語

1

l

;

i
養
・
↑
市
川

1
c

う
お
金
億

布
、
副
「
完

f
2
R
一
J

瓦

千

円

。

ま

た

、

本

年

度

も

継

続

し

て

一

f
f
c
L吋

E
災
害
救

7

の
ご
と

ド
H
1換

1

一
億
古
川
齢
呂
の
保
健
・
福
祉
・
医
療
等
に
係

寸
向
一
壬
レ
一
一

-
3

リ
;
い
る
九
日
開
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
推

-
山
首

T
7
土

1

1

;

進
す
る
た
め
、
高
齢
者
庁
|
ピ
ス
総
合

金

力

こ

と

，

i
E

(

調

整

推

進

事

業

を

実

均

し

、

老

人

福

祉

の
充
実
を
阿
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
〈

児
童
福
祉
関
係
?
は
、
児
童
子
刀
↓

千
六
百
六
十
五
ん
刊
。
保
育
所
費
は
二

億
二
千
六
百
一
二
十
七
万
二
千
円
を
計
上
。

国
民
年
金
で
は
、
徴
収
子
数
料
な
ど

合
わ
せ
て
九
一
訂
六
十
四
力
川
千
円

L

地
方
改
葬
対
策
費
で
は
、
札
口
川
金
、

補
助
金
な
ど
合
わ
せ
て
一
千
一
-
百
四
十

山
一
万
一
千
円
。

(9.5% 

法億7，812万

11¥2:1，416万

平成元年度当初予算

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
継
続
し
て
実
施

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
川
社
会
福
祉

協
議
会
補
助
合
丘
百
六
十
一
一
万
七
千
円
。

重
度
障
害
者
医
療
貨
に
一
千
三
百
三
十

一
一
万
六
千
円
。
母
子
福
祉
は
、
零
歳
児

乳
ガ
ン
検
診
を
充
実

壮
年
期
か
ら
の
健
康
つ
く
り
に
重
点

を
置
い
た
成
人
病
検
診
を
は
ピ
め
各
種

保
健
事
業
を
推
進
、
肝
臓
機
続
的
也
、

肝
ガ
/
険
ぶ
の
は
か
、
ム
7

年
度
は
新
た

に
乳
力
、
/
険
診
を
加
一
点
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
}

健
康
づ
く
り
関
係
山
小
川
チ
を
作
成

し
、
知
識
、
実
践
の
将
及
品
一
同
一
る
こ
と

と
し
て
い
ら
ほ
か
、
抗
陀
い
州
か
ら
乳
幼

児
の
健
康
管
理
指
導
に
努
め
る
こ
と
に

し
ぐ
い
ま
す
。



6 

予算の使いみち""""'"画盟圃

野
犬
対
策
と
し
て
不
用
犬
の
買
い
上

げ
費
用
三
十
七
万
六
千
円
を
計
上
。

大
洲
市
と
長
浜
町
が
共
同
で
廃
棄
物

処
理
施
設
を
つ
く
る
こ
と
に
し
て
お
り

そ
の
事
業
費
負
担
金
一
の
一
部
と
し
て
一
一

千
六
百
四
十
三
万
九
千
円
。

公
害
対
策
費
で
は
、
水
質
、
大
気
、
魚

類
な
ど
の
調
査
費
二
百
四
万
四
千
円
。

ヨ

E

農
業
一
掛

ー一J

・
林
業
一
日
・

1
叫
が
併

u

r

-

-

ーよ

1
3

・
漁
業
一
町

J
一
関
係
な
一
千

I

R

S

-

p

h

v

 

わ
し
ど
に
使
一
日

吋
げ
う
お
金
一

mJ

E
E
の
こ
と
一
衛

果
樹
高
収
益

モ
デ
ル
園
設
置
事
業

農
業
委
員
会
費
は
、
農
業
者
の
地
位

向
上
と
、
農
用
地
の
有
効
利
用
推
進
の

た
め
の
委
員
会
活
動
費
及
び
農
地
調
繋

費
用
な
ど
の
経
費
一
千
百
七
十
七
万
九

千
円
。農

業
振
興
費
は
、
農
業
生
産
、
流
通

基
盤
整
備
事
業
及
び
生
産
性
向
ト
し
の
た

め
の
果
樹
高
収
益
モ
デ
ル
間
設
置
事
業

な
ど
の
諸
事
業
に
関
す
る
補
助
金
や
、

各
種
協
議
会
の
負
担
金
な
ど
-
千
一
一
百

八
十
四
万
間
千
円
。

林
業
費
は
、
林
業
振
興
事
業
と
し
て

国
・
県
の
補
助
事
業
を
導
入
し
、
森
林

地
域
活
性
化
緊
急
対
策
事
業
や
緑
の
少

年
隊
育
成
事
業
費
な
ど
一
千
九
十
三
万

八
千
円
。
ま
た
、
基
盤
整
備
事
業
と
し

て
、
林
道
、
叶
松
足
山
線
開
設
事
業

ゃ
、
町
単
独
で
の
農
林
道
の
補
修
・
整

備
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

水
産
娠
興
費
は
、
漁
業
振
興
に
係
る

魚
礁
設
置
事
業
や
漁
業
資
源
の
増
殖
・

培
養
・
放
流
事
業
の
ほ
か
、
漁
場
整
備

の
た
め
の
補
助
金
等

A

千
八
百
二
卜
-
一

万
一
千
円
。
ま
た
、
水
産
業
地
域
改
善

対
策
事
業
や
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善

事
業
に
よ
る
築
い
そ
や
魚
礁
設
置
に
必

要
な
金
額
を
計
上
。

漁
港
関
係
は
、
喜
多
漁
港
の
改
修
、

櫛
生
漁
港
修
築
事
業
等
と
、
各
漁
港
の

維
持
管
理
費
を
合
わ
せ
て
二
億
五
千
八

百
一
二
ト
一
万
八
千
円
。

土木費
のうど方包 i亘災 i亘・
こむに三空交・ .1てj巷 i亘
と金f吏なうそ交防水湾路

41意1，886万9千円 (11.1%)

町
道
の改

良
舗
装
な
ど

町
道
は
国
庫
補
助
、
県
補
助
な
ど
を

活
用
し
て
改
良
舗
装
を
行
い
道
路
の
整

備
を
図
る
も
の
で
、
こ
の
う
ち
町
道
大

平
線
、
柿
の
久
保
線
は
国
庫
補
助
事
業

で
実
施
。

が
け
く
ず
れ
防
災
事
業
は
し
し
成
地
区

ほ
か
-
か
所
、
下
水
道
新
設
は
小
浦
地

区
ほ
か
一
か
所
を
計
上

交
通
安
全
施
設
事
業
と
し
て
、
ガ
ー

ド
レ

l
ル
、
ヵ

l
ブ
ミ
ラ

l
設
置
費
を

計
上
。

教育費

三
校
教

育
・
社
会

教
育
の
全
一
ふ
附

般
に
使
う
一

お
金
で
公
一
円

民

館

保

一

昨

健
一
体
育
・
初

校
舎
建
設
一
刈

な

ど

の

費

制

用
も
合
ま
一

3

れ
ま
す

戒
川
小
学
校
校
舎
改
築

戒
川
小
学
校
の
老
朽
化
が
激
し
い
た

め
、
校
舎
改
築
費
を
計
上
。
ま
た
、
伊

予
な
が
は
ま
勢
の
開
校
、
親
子
読
書
を

推
進
す
る
ほ
か
、
幼
児
学
級
施
設
を
新

設
し
ま
す
。連覇

商工費
と金使関

のう f系街t工商
こむに光業業

2，295万4千円 (0.6%)

商
工
業
振
興
の
補
助

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
補
助

金
及
び
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
に

必
要
な
頂
託
金
、
ま
た
観
光
費
は
、
事

業
推
進
の
た
め
の
補
助
金
、
負
但
金
を

計
L
L
o

こ
の
ほ
か
観
光
ポ
ス
タ
ー
、
パ

ン
ブ
レ
ソ
ト
の
作
成
、
外
灯
の
修
繕
費

及
び
公
園
の
維
持
管
理
費
な
ど
。

事場→J

消防費

金に災
の f吏の防
こうた火
とおめ ~)j

1 j童2，729万3千円(3.4%

出
海
、
喜
多
灘
へ

積
載
車
を
配
備

櫛
生
及
び
刈
一
座
へ
防
火
水
槽
(
四
十

ト
ン
)
を
設
置
。
ま
た
、
喜
多
灘
分
団

及
び
出
海
分
団
配
備
の
積
載
車
購
入
費
、

長
浜
分
同
第
二
部
及
び
大
和
分
団
第
二

部
配
備
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入
費
を

計
上
。金生色t降

参与，~再

念
買
で

φ
不
安
ロ
一

す
。

札、
議会費

。
%
多
く
な
っ
て
い
ま

可
義

H

J

 

会
運
営

の
た
め

に
使
う

わ
金
の

こ
と

とおめなイ牛
金にどの労
の f安の己文僧I
こう た 善 条

174万6千円 (0.0%)

勤
労
有
体
育
セ
ン
タ
ー
費
と
し
て
、

管
珂
運
営
に
一
要
す
る
経
費
百
六
十
四
万

六
千
円
を
計
上
。

畑山
公債費

事
業

の
た
め

に
借
り

入
れ
た

む
金
一
の

返
済
金

6億7，149万9千円(177%1 

総
括
閉
で
二
了
四
%
多
く
な
っ
て
い
ま

一

O

ヰ

9

r ベ，三二ぺ
法¥¥J

壬主に日つビ
の f吏的てめあ
こう以ぃ定ら
と主j すトるまか

1，010万8千円 (0.3%

予備費

総
額
で
六
・
阿
川
河
多
く
な
っ
て
い
ま

。
す

6，477万2千円(l目7%)

国民健康
保険

81，意7，812万円

持
叩

制
度
改
正
に
件
う
国
庫
支
出
金
の
減

額
や
被
保
険
省
の
減
少
、
所
得
の
伸
び

が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
七
・

七
%
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
老
人
医
療
費
の
噌
大
か
ら
、
そ
の

拠
出
金
は
二
・
七
%
噌
え
て
い
ま
す
。

持
に
医
療
費
の
尚
い
地
医
を
指
定
し

て
の
対
策
事
業
を
継
続
し
て
行
い
、
医

療
費
の
抑
制
を
阿
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
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老人保健

10億370万 6千円

前
年
度
に
比
べ
七
・
七

%
の
増
額
。
対
象
者
は
六

%
増
の
千
六
百
六
卜

e

A

-

人。

急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
対
象
者
の
増

加
な
ど
か
ら
、
今
後
も
毎
年
相
当
の
噌

額
が
予
怨
さ
れ
る
た
め
、
老
人
の
健
康

管
理
の
指
導
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

営
劃

直
滑

某
所

f
療

こ

の

会

一

計

は

赤

字

選

国

診

営

で

あ

り

、

毎

年

度

-

般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
を
受
け
て
赤
字

の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

ム
7

年
度
は
診
療
収
入
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
八
・
一

%
多
い
予
算
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

画彊盟彊盟圏予算の使いみち

臨海土地
造成事業

825万円

間
83億8，626万9千円

今
年
度
は
最
終

年
度
で
あ
り
、
護

岸
工
、
排
水
工
及

び
整
地
工
等
の
工

事
費
と
、
借
入
金

に
対
す
る
利
息
益
び
に
償
還
金
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

j巷湾施設
を
百十

し 1，374万2千円
て
い干 i巷
ま三湾
す百施
。七 Zit

十 管
四理
万の
一二た
干め
円

f午
を
百十

し
て
い修新 ハ
ま 築本 { h 
す件一年 勺修1

、何二度 4=-斗免:J
宅 、は |圏叶ム「

士也イ主 、 "対 hττT'
取宅性 Ik1 ，"'-ム
f与改宅

住宅新築資金
等貸付事業

3，513万 2千円

t簡易水道事業
1T 

Z 1億1，416万3千円

ま;支
すの豊
。整茂

。背士也
事区
業筒
が易

継道
続施

水道事業

(頭書の通り)

物川川

各
施
設
が
完
備
さ
れ

た
の
で
、
維
持
管
理
を

強
化
し
、
経
リ
百
の
合
理

化
を
図
り
ま
す
。

工業用
水道事業

(頭書の通り)

今
年
度
は
、
工
業

用
中
小
道
施
設
改
良
工

事
を
行
い
、
水
源
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

庁
舎
建
設
・
町
マ
つ
く
り

基
金
積
立
金

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
卜
三
年
度
一
般
会
計
に
ご
一
千

一
二
百
三
十
九
万
円
が
補
正
き
れ
、
予
算

総
額
は
凹
十
一
億
六
千
五
百
凶
十
四
万

六
子
円
と
な
り
ま
し
た
。

A
7
凶
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
道
は

次
の
通
り
で
す
。

{
総
務
費
一
庁
舎
建
設
基
金
、
町

a

つ
く

り
基
金
、
そ
の
他
の
基
金
積
立
金
合
わ

せ
て
三
千
九
百
十
九
万
九
千
円
を
計
上
。

{
衛
生
費
一
出
海
診
療
所
屋
根
補
修
工

事
費
の
ほ
か
、
廃
棄
物
共
同
処
理
施
設

事
業
へ
の
負
相
一
金
一
白
八
万
六
千
円
。

{
農
林
水
産
業
費
一
農
業
生
産
体
質
強

化
総
合
推
進
対
策
事
業
補
助
金
一
千
五

百
四
十
八
万
六
千
円
な
ど
。

一
教
育
費
一
長
中
部
室
改
修
工
事
費
な

レf

」。大
和
小
屋
内
運
動
場
建
築

陳
情
文
書
を
採
択

町
議
会
議
員
久
井
貞
次
郎
さ
ん
、
菊

地
満
男
さ
ん
ほ
か
十
一
人
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
「
大
和
小
学
校
屋
内
運
動
場
の

建
築
に
つ
い
て
」
の
陳
情
文
書
は
受
理

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
報
酬
、
三
役
、

教
育
長
給
与
を
改
正

「
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
子
当
支
給
に
関
す
る

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

徳
聞
き
ん
を
再
選
任

長
浜
町
同
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
徳
田
平
八
郎
さ
ん
(
六
回
・
戒
川
)

は、
A

二
月
三
十
一
日
で
同
委
員
の
任
期

が
満

f
の
た
め
、
後
任
委
員
に
同
氏
を

再
選
任
。
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、

万
場
一
致
で
同
意
さ
れ
同
委
員
に
決
ま

り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

平
田
さ
ん
も
土
居
さ
ん

を

再

選

任

長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
平
田
二
盛

さ
ん
(
七
凹
・
出
海
)
と
、
同
委
員
上
居

孝
童
さ
ん
(
六
九
・
柴
)
は
、
同
月
十
四

日
で
同
委
員
の
任
期
が
満
了
の
た
め
、

後
任
委
員
に
同
一
一
氏
を
再
選
任
。
議
会

の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
放
で

同
意
さ
れ
同
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

条
例
」
、
「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入
役

給
与
条
例
」
「
長
浜
町
教
育
長
給
与
条
例
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の
四
月
か

ら
報
酬
や
給
与
月
額
を
次
の
通
り
改
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
改
正
一
川
の
額
。

一
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
一
議
長
U

一一

十
万
六
千
円
(
二
十
万
一
千
円
)
マ
副

議
長

l
卜
七
万
一
千
円
(
十
六
万
七
千

円
)
マ
議
員

1
十
五
万
九
千
円
(
卜
五

万
五
千
円
)

一
町
三
役
}
町
長
リ
六
十
一
万
九
千
円

(
六
十
万
五
千
円
)
マ
助
役

1
五
十
万

六
千
円
(
同
十
九
万
四
千
円
)
マ
収
入

役
U

凹
卜
七
万
円
(
四
卜
五
万
九
千
円
)

一
教
育
長
一
四
卜
四
万
二
千
円
(
四
十

三
万
二
千
円
)

特
別
職
、
教
委
、

農
委
の
報
酬
も
改
正

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
等
の
「
報

酬
及
び
費
用
弁
償
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ

れ
改
正
し
て
、
今
年
の
四
月
一
日
か
ら

報
酬
額
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
o

(

)

内
は
改
正
前
の
額
。

一
監
査
委
員
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
U
十
八
万
九
千
円
(
十

八
万
五
千
円
)
マ
知
識
経
験
委
員
リ
二

十
二
万
八
千
円
(
一
一
十
二
万
之
千
円
)

{
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
委
員

長

l
二
十
凶
万
一
二
千
円
士
一
十
三
万
七

千
円
)
マ
委
員

1
二
十
一
万
六
千
円
(
-
一

十
一
万
-
干
円
)

一
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
会
長

U

十
八
万
九
千
円
(
十
八
万
四
千
円
)

マ
会
長
代
理

1
ト
七
万
四
千
円
(
十
七

万
円
)
マ
委
員

l
十
五
万
九
千
円
(
十

五
万
五
千
円
)

町
づ
く
り
基
金
条
例

を

制

定

長
浜
町
町
づ
く
り
基
金
条
例
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
二
一
年
度
及
び
平

成
元
年
度
の
一
一
年
間
で
-
億
円
の
普
通

交
付
税
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

づ
く
り
基
金
を
設
置
し
、
そ
の
運
用
益

金
等
に
よ
り
町
の
活
性
化
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
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庁 一週一

洋

邦

稲

一
彦
生

本

国
田
田

西

上

回

町長

助投
収入役

戸車

波

多

野

進

諜

長

補

佐

叶

本

正

課

長

補

佐

上

川

阪

信

(
庶
務
消
防
係
)

(

兼

)

係

長

叶

本

正

LF

査

都

築

住

江

主

立

成

旧

信

重

主

任

主

事

上

地

米

子

主

事

冷

田

博

幸

(
企
画
調
整
係
)

係

長

洲

一

陀

汁

邦

主

任

、

一

上

事

松

岡

陽

規

(
財
政
係
)

「

兼

)

係

長

上

川

定

信

主

査

城

戸

茂

利

、
一
五
任
、
玉
事
清
水
時
引

(
電
算
係
)

事

務

専

門

員

兼

大

野

一

男

主

任

主

事

窪

清

-

(
文
書
広
報
係
)

係

長

重

松

広

博

技

術

専

門

員

大

野

奈

俊

」
ト
任
、
仁
#
ご
一
秋
レ
イ
子

主

任

、

ヒ

ギ

二

一

浦

直

重

主

事

山

市

一

本

真

弓

主

事

川

肝

倍

久

電

話

し

父

換

子

菊

地

直

美

(
県
派
遣
・
生
産
流
通
課
)

五

任

主

事

大

本

昭

裕

長

:t;ミ
ク

'j 

深

長

心

得

凶

旧

主
幹
(
県
職
員
)
石
田

課

長

補

什

以

上

満

(
企
画
管
理
係
)

へ

兼

)

係

長

上

品

主

任

主

事

阿

山

主

任

主

事

城

川

(
企
業
誘
致
係
)

μ
判

長

西

凶

主

任

主

事

久

保

(
港
湾
整
備
係
)

ヘ庶
J

係

長

岡

田

査

問

問

jミ謀

長

一

山

辺

課

長

補

比

政

一

昨

科

長

補

住

中

賢

(
住
民
税
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
村
ト

主

主

都

染

主

事

行

上

(
固
定
資
産
税
係
)

(

兼

)

係

長

政

所

、
千
一
任
主
古
干
拓
旧

主

事

補

松

問

(
収
納
係
)

係

長
~しで、一上
u
p

-
-
r
T
I
l
-
-

}iミ

治繁 〉守
雄治孝f.¥

!ぶも建千台
美市雄

よ(政
市 博

主F
光孝

健;反
蔵邦士

真小 pキー
悟富

ろ〈
/2:邦

~
一
宮
正
昭

大
本
み
つ
チ

(
国
土
調
査
係
)

「

兼

)

係

長

中

野

主

査

一

亀

山

主
一
事
補

f建
I議

東

E券
t告 t}~

出

本

長

課

長

補

佐

川

計

本

課

長

補

佐

和

刊

(
福
祉
施
設
係
)

一
r

紘

一

係

長

笹

本

主
任
、
子
一
事
河
内

(
同
和
対
策
係
)

(

萩

)

係

長

和

田

主

任

主

事

久

井

(
福
祉
年
金
係
)

係

長

吉

田

主

任

主

事

川

見

主

任

主

事

白

上

、

主

事

補

菊

地

(
住
民
係
)

係

長

主
任
、
仁
し
市
ド

主
任
、
玉
事

主
任
、
正
事

木
一

日主代
l苧栄
チー

正
義

年文字 11'函:
宏一 J止、人

物友沼新
地 J尺 J由 11/

あ恵
英つ美道
犬二子 f 夫

果

長
謀
長
補
佐

(
国
保
係
)

係

長

主

任

平山
田 下

豊 国
子 広

小

阿

賀

一

久
保
川
健
市

主
任
ヒ
心
事

(
衛
生
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
西
本

h

九十惟

主
任
保
健
制
一
ん
い
わ
利
子

主

任

保

健

婦

原

問

雅

チ

保

健

婦

深

部

美

利

子

(
環
境
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
久
保

(
焼
却
場
)

主
任
主
事

嘱

託

A

一r恨や
す
ノ
下

f雪
u 

山 松
根石

ラ
一
千
口
同
一

f

、IJ

治
彦

課

長

ぷ

長

補

佐

平

山

課

長

州

住

山

出

二
度
林
水
産
係
)

(

兼

)

係

長

山

根

主

査

浪

本

主

任

主

事

井

上

半

事

補

畦

(
農
業
土
木
係
)

係

長

菊

地

洋

一

主
任
、
一
土
事
森
内
民
一
郎

主

任

主

事

戎

似

(
商
工
観
光
係
)

(

京

一

係

長

平

川

友

幸

事
問
ぃ
山
γ
門
誌

U
肝

敏

子

技

術

員

碕

M
J廷
に
忠
子

勇友
」卒=亮

幸給忠男
Hi重 l![J

;本

長

丸
山

芦子

成
長
補
作

(
管
理
係
)

(
兼
)
係
長

主

事

久

保

主

事

補

中

肝

(
都
市
計
画
係
)

(

兼

)

係

長

山

本

(
公
共
土
木
係
)

係

長

植

杉

主

川

一

今

秋

主
任
、
一
上
事
中
旧

主

事

久

保

(
漁
港
係
)

係

長

主
任
主
事

ド

事
、一K

事

補
(
港
務
所
)

所

長

主

査

山
本

月券

延

以山
本本

平Ij嘉治 I1芳
富範子延

11存

:2)主
正圭敦
A 目力 pJ 

干南 UJ 
聖子 ヰ二

章茂安
孝男手[J 広

菊 藤
J也 i尚

上
田
市
長
山
刀

電

内

仁

教

育

長

課

長

深
長
補
佐

京
よ
ニ
王
子
山
一
L

I
i
J
rぷ下
J

J
小
1

(
学
校
教
育
係
)

係

長

下

部

宮

芳

文

七

五

事

占

凶

明

美

(
社
会
教
育
係
)

係

長

菊

地

中
央
公
民
館
主
事
小
林

" 

正
統

し
小
川
口

」
呂
田

佐
々
木
一
背
一

ド

田

健

三
古手[5
安二}と
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一…出

指
導
員
(
嘱
託

中
央
公
民
館
長
兼

ι
目
白
下
寸
二
民
正

4
i
i
H

ド

里子
美
野

ア
れ
と
口

日果

長

矢
野

関

長

問
長
補
佐

事
務
専
門
員
兼

主
席
主
任
栄
養
士

、
王
山
一
伝
護
制

主
任
主
事

、
五
任
良
事

公

母

寮

母
京

ほ

一

号

刊

ぅ

奈

川

副

用

員

中 石
里子住

貴 武
夫俊

大
橋

尽

子

'J< Ijl 松‘清{青ー大平
本]11，日本 'A- ノ1~ /J( )濠聖子川
喜 IJn ト 由
主{I::平日仁主主藤 良 た
子 I-，E _L j三 I-黒 I- {-

(
今
坊
公
民
館
)

主

事

矢

野

上

和

捻

f釘

ー
幹
兼
課
長
補
佐
大
-
花

(
庶
務
工
水
係
)

係

長

清

木

俊

三

巳
任
、
一
工
事
久
保
美
恵
子

主

任

主

事

藤

本

修

今

一

(
工
務
係
)

技
術
専
門
員
萩
係
長
森
川

ヌ戸

克

品屯
fi二

(
櫛
生
公
民
館
)

、

土

事

山

本

与

が

%

(
出
海
公
民
館
)

、

上

手

以

来

(
豊
茂
公
民
館
)

主

事

一

人

心

(
大
和
公
民
館
)

主

事

山

一

応

(
白
滝
公
民
館
)

主

事

注

F

丸
三
一

'
僻
ゆ
づ
1
寸

義
道

L

十巴

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

矢

野

上

和

雄

(
櫛
生
隣
保
韻
)

、

正

事

山

本

多

喜

男

(
青
島
診
療
所
)

主

任

看

議

川

赤

丸

恵

ιJ

主

事

補

西
山

iち:
丘、

室

長(
会
計
係

係

長

llJ 
由奇

1
1
 

1
j
 

I
I
 
i
L
J
?
 

(
櫛
生
診
療
所
)

主
任
百
点
川
町

(
出
海
診
療
所
)

主
任
有
能
削
」
品
川

(
豊
茂
診
療
所
)

主

任

看

護

財

以

川

M 
f 

美
香

嘉
代

(
長
浜
中
学
校
)

用

務

員

中

一

台

ト

リ

エ

(
長
浜
保
育
所
)

事
筋
専
門
員
兼
所
長
ド
出

主
宿
主
任
保
持
萩
森
県
慧
子

主

任

保

母

大

野

ギ

/
f

ご

し

壬

果

す

た

h
j

上

f
F

f

f

f

!

日

主

任

保

母

吉

岡

と

J
f

L 

J斗〈
F"=L 

十

1" 
{芦
代
f 

y'Ie 

t )，;j 

査長

大山

国 I

{-l一;

調

理

員

笹

本

(
白
滝
保
育
所
)

所

長

大

藤

主
席
主
任
保
母
山
中
口
同

主

任

保

母

梶

本

主

任

保

母

矢

野

(
沖
浦
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
玉
井
泌
美

人
土
席
、
ヒ
任
保
母
一
一
一
好
江
川

主

任

保

母

吹

春

み

ね

子

Li
任

保

ほ

山

本

医

淀

川

山

煙

u
H

浪

本

満

イ

(
櫛
生
保
育
所
)

所

長

丙

同

芳

子

主
席
五
任
保
母
本
Y
一
本
律
子

主
席
¥
上
任
保
持
ギ
肝
悦

f

f

己
仁
L
3
F
不
十

r

y

一

入

代

υ白?
に

l
J
イ』
μー
ド
ト

h

r

f

z

f

J

4

ド
ナ

j

(
出
海
保
育
所
)

事
比
四
専
門
員
萩
所
長
山
本
美
竹
千

主

席

主

任

保

母

大

或

節

子

五

壬

呆

手

け

に

ι
当
た

イ

f

l

l

ノ

?

{

主

任

保

母

清

水

仙

子

(
大
和
保
育
所
)

i白;
Jーじ

越幸比恭
子 f二子 f-

事
務
庁
長

(
兼
)
事
筋
咋
門
員

[ [、t'-

lffいi

い
札
予

r
山
肌

?
j

事
務
専
門
員
兼
所
長
岡
山
品
幸
チ

主

席

主

任

保

母

両

出

清

子

主

壬

呆

ヰ

チ

冷

水

主

史

子

{

f

t

j

ノ

f
f
一

、ド
-
E
呆

ま

主

す

子

慈

子

イ
t
イ
i

J

1

J

Y

4

i

t

パ

、

一

上

任

保

母

戎

裕

子

、

正

任

保

付

内

訂

正

子

調

理

員

岡

崎

美

智

f

(
喜
多
灘
保
育
所
)

一

叶

長

池

町

λ

一三上

玉
席
主
任
保
母
矢
間
栄
冷
笑

主

壬

日

本

手

お

り

馬

子

{

f

t

?

i

l

 

-
-
f
t
u木
ヰ

チ

ミ

rrt月
f

j
f
f
i
t

ム
プ

r
y声

十

(
豊
茂
保
育
所
)

事
務
咋
門
封
兼
所
長
山
本
コ
ト
「

ド
ザ
主
任
保
町
街
地
き
と
rr

k
任

保

ほ

内

山

み

ち

子

副

吋

円

E
'
1、
れ

い

τ

1

3
し
F
J

J

F

L

F

占

H

いれ

I
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園T

員
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で

町職員人事異動

(
)
内
は
旧
任
。
①
は
け
汁
任
昇
倍
。

嘩
は
界
任
。

一
課
長
級
一
@
総
比
例
課
長
・
波
多
野

進
へ
会
計
室
長
)
・
作
氏
深
長
・
藤
沢

野
彦
、
住
民
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
福

祉
施
設
係
長
)
・
衛
生
課
長
・
山
下
国

広
ヘ
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
消
防
係
長
)

マ
託
済
課
長
・
高
橋
亮
(
衛
生
課
長
)

マ
会
計
室
長
・
山
崎
一
義
(
老
人
ホ
ー

ム
園
長
)
①
議
会
事
務
局
長
・
山
下
一

仁
(
税
務
課
長
補
佐
)
マ
教
育
訓
長
・

宮
山
猛
義
(
議
会
事
筋
川
長
)
①
老
人

ホ
i
ム
園
長
・
石
住
武
俊
(
衛
生
課
長

補
佐
)
一
課
長
補
佐
級
}
・
総
務
課
長

補
佐
兼
庶
務
消
防
係
長
・
叶
本
正
(
経

済
課
事
待
寺
門
員
兼
商
工
観
光
係
長
)

嘩
開
発
出
品
長
心
憎
ぷ
港
湾
整
備
係
長
・

西
日
孝
(
開
発
課
長
補
佐
兼
港
湾
整
備

係
長
)
噛
耐
務
課
長
補
佐
兼
同
定
資
民

税
係
長
・
政
一
昨
友
邦
(
税
務
課
事
務
専

門
員
兼
固
定
資
産
税
係
長
)
母
悦
市
課

長
補
佐
兼
国
土
調
査
係
長
・
小
肝
健
成

(
税
務
課
事
務
専
門
員
萩
国
L

し
調
査
係

長
マ
住
民
課
長
補
佐
枝
福
祉
施
設
係

長
・
笹
本
い
一
木
-
一
、
経
済
課
長
補
件
兼
山
一
民

業
土
木
係
長
)
自
衛
生
課
長
補
佐
・
平

田
豊
子
一
¥
也
氏
司
跡
事
務
専
門
呂
町
板
福
祉

年
金
係
長
一
由
経
涜
謀
長
補
佐
兼
農
林

中
小
産
係
長
・
山
根
γ

男
子
一
経
済
課
事
務

専
門
口
兼
農
林
水
産
係
長
一
一
経
済
課
長

補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
・
平
田
友
幸
(
経

済
課
長
補
佐
)
マ
建
設
課
長
補
佐
萩
符

哩
係
長
兼
都
市
計
尚
係
長
・
山
本
酔
狂

(
法
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
)
{
係

長
級
一
①
総
務
課
財
政
係
主
査
・
城
戸

茂
利
一
、
住
民
課
、
正
任
γ

士
山
ず
一
一
①
住
民
課

福
祉
年
命
保
長
・
宮
田
広
人
(
経
済
課

主
任
、
一
士
事
)
マ
経
済
課
農
業
土
木
係
長

・
沼
地
洋
一
(
建
設
課
漁
港
係
長
)
①

経
済
課
主
査
・
浪
本
忠
則
(
税
務
課
主

任
主
事
)
骨
建
設
課
漁
港
係
長
・
山
本

安
広
戸
建
設
課
技
師
」
{
主
任
主
事
級
一

住
民
課
主
任
主
事
・
宮
上
孝
一
(
県
)

一
一
主
事
補
級
一
大
和
連
絡
斤
・
山
尾
淳

志
一
教
育
課
)
{
技
術
員
一
経
済
課
技

術
は
・
稲
垣
美
恵
子
(
婦
人
交
通
指
導

員
)一

キ
一
任
主
一
一
号
級
一
山
海
丸
山
療
所
・
高
田

実
香
/
桁
生
診
僚
所
」
マ
櫛
生
診
療
所

・
{
玉
生
一
所
/

Y

(

山
海
診
療
所
)

一
所
長
級
一
楠
少
・
凶
同
一
同
f

了
(
山
山

海
)
マ
山
海
・
山
本
美
智
r
ア
(
櫛
生
一

一
主
席
主
任
保
母
級
一
長
浜
・
萩
森
埋

慧
子
(
大
和
)
マ
大
和
・
西
田
清
子
(
豊

茂
)
マ
豊
茂
・
菊
地
さ
と
子
(
長
浜
)

一
主
任
保
母
級
一
長
浜
・
大
野
ギ
ン
子

一一備生
J

マ
長
浜
・
矢
野
事
子
一
一
沖
浦

沖
浦
・
欧
春
み
ね
ソ
下
(
長
浜
)

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
げ

脱
務
点
川
国
定
資
産
税
係
・
松
山
主
叶

マ
経
済
課
農
林
水
産
係
・
畦
幸
治
マ
建

設
課
漁

3
M開
・
菊
地
孝

り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
J

総
務
課
長
・
真
鍋
典
軟
マ
開
発
謀
官
官

自

r

反
芳
信
マ
一
任
川
氏
課
長
・
小
川
一
平
マ
経

済
課
長
・
久
保
広
hv
建
設
課
主
幹
兼
課

長
姉
位
。
本
下
保
利
マ
教
育
課
長
-
池

上
昭
七
人
マ
大
和
連
絡
所
主
任
・
藤
本
富

雌
マ
老
人
ホ

l
ム
川
町
山
川
員
・
山
中
イ
チ

ヱ
マ
老
人
示
ム
用
比
四
員
・
寺
坂
ミ
ツ

コ
マ
長
浜
保
汗
一
的
主
市
主
任
保
母
・
田

村
恒
子
マ
育
多
灘
保
行
所
主
席
主
任
保

母
・
藤
刈
美
技
子

行
政
相
談
委
員
に

兵
頭
信
男
さ
ん

国
務
大
臣
総
務
庁
長
行
か
ら
、
長
山

町
担
当
の
行
政
相
ぷ
委
員
に
兵
頭
信
男

さ
ん
が
委
嘱
主
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
中
ご
、
同
・
県
・
市
町
村

の
仕
事
、

J
R
E
N
T
T
・
日
本
た
ば

こ
や
八
ム
巾
・
公
団
・
事
業
団
と
い
ソ
た

特
妹
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、

uvUバ
川
γ
い
納
得
で
き
な
い

O
処
理
が
山
追
っ
て
い
る

。
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
そ
の
措
置

に
納
得
で
き
な
い

と
い
っ
た
苦
情
等
が
あ
る
場
介
、
ま
た

O
多
数
の
機
関
が
関
係
し
て
い
る

あ
る
い
法
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
。

。
苦
悩
を
上
位
持
申
し
出
に
く
い

ひ
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
の
だ
が

な
と
の
場
介
に
、
行
政
相
談
委
員
に
わ

気
軽
に
二
相
談
く
だ
さ
い
。

相
淡
は
無
料
で
、
は
川
ノ
¥
守
り

れ
ま
す
c

氏

名

住

所

道

話

主

寸

戸

白

一

千

凸

刊

ワ

I
ノ

5

{

1

大
字
長
浜
中
ぃ
八
今
一
一
-
砕
池

町

1
3
2
6

人
権
を
擁
護
し
日
見
守
る

人
権
擁
護
委
員
制
度

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
。
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
臼
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
時
、
何
よ
り
も
ま

γ
凶
い
ん
の
基
本
的

人
権
の
擁
護
と
人
権
忌
想
の
普
及
高
揚

が
強
く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭
和
二

十
-
一
年
に
ま
ず
政
令
に
京
一
つ
い
て
人
権

擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二
十

四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
、
国
民
の
人
権
を
擁
護
し
見

守
る
、
い
わ
、
立
民
間
人
に
よ
る
人
権
の

幹
人
の
機
関
グ
誕
主
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
人
権
険
法
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き
て
い

く
上
で
、
日
取
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
、
ど
け
で
な
く
、
あ
ふ
小
ゆ
と
も
払
も
み
ん

な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
う
一
度
、
さ
法
の
精
神
を
十

分
に
珂
解
し
、
ま
ず
相
手
の
立
場
を
毎

え
て
号
か
な
人
間
閣
係
を
つ
く
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

全
国
人
権
時
時
議
委
日
連
合
会
は
、
六

円
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
討
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
臼
を
中
心
と
し
で
皆
さ
ん

と
共
に
-
回
目
の
人
権
忠
恕
の
川
崎
日
発
に
努

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
寸
。

背
さ
ん
の
中
で
人
権
主
一
倍
さ
れ
た
り
、

侵
さ
れ
そ
う
に
な
ぺ
人
/
一
力
は
、
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
、
ま
た
は
法
務
局
、

あ
る
け
は
そ
の
支
局
に
あ
気
軽
に
ご
相

談
く
ド
に
さ
い
。
相
談
は
無
料
手
、
日
間
~
治

改
凶
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
一
機
進
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

長
浜
担
…

H

進
一
告
白
0
3
6
9
~

出
海
平
田
一
二
段
一
台
日
0
1
2
0
)

柴
士
一
山
芋
一
基
「
念
日
1
0
0
0
2
)

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
ら

確
定
巾
告
企
促
出
し
た
後
で
、

A
日以

遠
い
な
ど
中
止
円
内
容
に
間
違
い
が
あ
一
会

こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
う
ノ
か
り
し
て

確
定
山
中
止
ハ
吉
山
提
出
を
忘
れ
て
い
る
力

は
い
土
み
け
ん
か
〈
も
う
一
度
確
認
を
し

てくに工一〈一一一ー

中
白
山
科
仁
間
遠
い
が
あ
る
時
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
ご
と
が
で
き
ま
す
。

士
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い

る
昨
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を

L
r
、く

だ
さ
い
り
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豆盟国圏直面E'~圃隆盛量極圏じ担調盟国盟国語延山 ペ日向>一一 芦

児
童
手
当
「
現
況
届
一

六
月
中
に
届
け
出
を

比
一
安
子
乃
内
主
治
吃
一
日
ど
け
ど
い
る
ん
、

人

l
土
「

γ
いん

l
H
-
T
Hと

h
t，
D
j
r
J

J
1
y
l
v

一
L
ム

ラ

1
4
h
-
L

，
ι寸
J

I

1

3

y

受
給
の
資
格
が
あ
っ

γ
L
、
六
月
一

U
か
ら
一
三
ト
ー
ま
で
の
山
ト
「
現
況
日
明
ー

た
梶
山
f

」
手
続
き
弁
済
ま
せ
て
川
一
か
な

け
と
、
し
八
円
へ
刀
か
ら
の

F
台
は
受
け
九

れ
な
く
な
る

P

一
と
が
あ
り
主
す
の
丹
、
ゴ

内
意
/
ふ
に
き
い
。

「
現
況
屈
」
の
用
紙
立
没
同
町
住
民
課

岐
ぴ
待
通
川
内
の
一
む
い
に
ふ
り
ま
寸

い

J
1
h
r
川
口
ど
い
U

L

T

1

J

L

j

〆

、

ノ

os--uIu--ヌ
J

J

〈

老
人
医
療
の
入
院
時

一
部
負
担
金
減
額

醒盟国樫彊圃お知らせ

六
月
か
ら
の
入
院
に
つ
い
て
、
入
抗

時
一
部
負
担
金
の
減
額
認
定
弓
受
げ
ら

れ
る
力
は
、
牧
場
衛
生
誌
で
子
杭
主
一
任

し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
の
開
始
日
は
申
請
し
た
日
の
属

す
る
月
の
初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。
六

月
に
入
院
き
れ
た
場
合
は
、
六
月
中
に

手
続
き
を
消
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
認
定
企
受
げ
ら
れ
る
の

は
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
で

す。引
老
齢
日
刊
祉
年
金
弁
二
J

ぇ
げ
了
い
る
人
。

叩

ε齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
属
す
る
世

却
で
、
生
J

引
仁
要
3
9
る
賀
川
を
角
一
臼
し

て
い
る
人
(
世
帯
主
に
限
ら
ず
、
一
叶
得

金
街
、
課
税
の
扶
養
控
除
、
健
康
保
険

J

扶
違
等
か
-
L

竹
町
が
生
計
椛
持
者
と
日

」
今
止
し
た
民
臼
)
が
町
民
税
を
深
せ
ら
れ
て

い
在
い
こ
と

J

※

F
続
き
に
必
要
な
れ
九
一

l
凶
氏
午

金
ド
証
書
マ
健
康
子
帳
、
被
保
険
者
正
マ

印
鑑

でE
? ];，.王、、 百主

なま

214 
土証
ヲカミ

母
子
家
庭
な
ど

重
度
心
身
障
&
者
名
医
療
費
受
給
省
一
品
、

母
子
家
出
医
療
費
受
給
寄
託
の
い
ず
れ

も
、
七
月
一
け
か
ら
新
し
い
も
の
に
変

わ
り
主

t
コ

現
存
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
祉
は

し
ハ
什
二
十
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
町
で
は
い
ハ
円
ド
何
に
桁
し
い

植
え

曜て
大川民
湖沼 p
保 ETGIT-
健し@官
所 し・

植
え
て
は
い
け
ま
い
巾
し
を

W
っ
て

い
士
寸
カ

η

原
子
じ
は
、
け

L
の
汁
牝
か
以
く
丘
け
と

六
月
に
「
不
正
大
内
・
日
し
撲
滅
運
動
」

を
慢
問

L
C
、
ト
八
一
川
や
け
し
に
向
上
ブ
る

正
し
い
矧
誠
の
枝
川
及
枠
内
凡
f

」
不
正
将
以

の
発
見
、
除
去
な
ど
の
活
動
を
進
め
て

い
主
上
。

県
内
の
存
地
で
、
毎
午
け
し
の
不
正

栽
培
が
多
数
一
一
応
見
さ
れ
て
い
ま
す
【
こ

れ
ば
、
法
律
を
知
-
ら
な
か
っ
た
り
、
植

え
て
良
い
汁
し
と
悪
い
斗
け
し
の
ば
刊
が

つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
不
丘
に
栽
培
さ

れ
た
も
の
で
す
け

そ
れ
で
は
、
そ
の
見
分
け
方
を
簡
単

者
計
と
取
り
山

f

ワ
ズ
る
こ
と
に
?
一
で
い
ま

す
。
日
時
、
場
所
詐
は
川
覧
で
連
絡
し

ま
す
汀
で
、
訪
中
]
長
は
そ
れ
に
基
づ
い

て
ト
続
手
を
L
一
〈
く
だ
主
い

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
矧
ら
せ

松
山
丙
付
会
保
険
事
向
一
附
で
は
、
-
昨

月
チ
チ
川
、
社
会
同
険
の
山
山
高
常
利
-
d
存一一打

っ
て
い
主
十
。

厚
生
年
余
や
同
民
年
余
に
つ
い
て
相

談
ち
れ
だ
い
方
け
、

ι
u
h
A
軒
一
九
ト
)
利
用

ノ¥だレミ(一い心

一
日
時
一
ハ
パ
ム

L
i
l
-
-
後

か
一
ぷ
十
州
問
川
昨

{
場
所
一
長
浜
町
向
工
会

じ
沼
介

L
ま
す
。

リ
植
え
て
よ
い
け
し

む
な
げ
し
、
わ
に
日

L
な
ど
で
寸

草
丈
は
比
較
的
低
く
、
町
主
主
や
葉
の
表

面
仁
組
τ
じ
が
街
中
し
て
む
り
、
葉
は

切
れ
込
み
が
深
く
、
浪
け
日
称
名
)
ょ
に
寸
コ

へ
し
植
え
て
悪
い
け
し

草
ト
人
は
一

m
以
卜
で
が
っ
し
り
と
し

て
£
り
、
茎
ゃ
い
渠
の
表
面
に
ほ
と
ん

ど
毛
が
な

Jt
「
弓
う
」
が
か
一
ノ
た
日

つ
は
い
緑
色
で
£
り
、
一
葉
は
、
太
い

山
系
を
半
分
的
く
J
う
な
形
で
つ
い
ご

い
ま
す

υ

植
え
て
患
い
け
し
は
、
あ
へ
ん
や
モ

ル
ヒ
、
不
の
原
料
と
な
る
た
め
、
法
律
に

よ
り
そ
の
持
活
を
厳
し
ノ
、
規
制
さ
れ
て

い
ま

t
の
で
ご
一
一
止
意
ノ
、
だ
さ
い
。

ま
わ
、
け
!
」
ヤ
大
麻
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健

所
へ
お
気
軽
に
ご
相
ぷ
く
だ
さ
い
。

1I、i

院

字L 是主ト
ロ'"

医

健

直

兎

当

[1 !I 

成人病・結核・肺カ、ん検診

級
件ム~

弓f-手買母

品設仰越で自主〈

よbよも1鼠届

環境週間 6 月 5 日 ~11 日
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ルポ・長浜のことわざ一一一一一一一一

奉
仕
作
業
で
庭
園
が
完
成

ー
今
坊
の
慈
光
寺

A
y
訪
の
慈
光
寺
(
久
保
常
治
住
職
)
に
、
寝
家
ト
伺
じ
心
の
い
奉

仕
作
業
に
よ
る
庭
園
が
完
成
、
水
rr
子
育
て
地
蔵
の
開
眼
供

養
と
ん
円
わ
せ
て
被

成
し
た
。
こ
の
地

蔵
は
、
内

f
町
の
佐

一
律
義
犬
さ
ん
夫
妻

が
「
/
下
供
に
恵
ま
れ

な
い
人
の
た
め
に
」

と
寄
贈
し
た
も
の

で
、
法
要
に
は
清
一

一
本
関
係
省
約

μ
卜

人
が
参
列
し
た
。

口口口口口口口口口口口口口口口口

此
木
の
浄
本
場
で
水
神
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
有

悠
一
小
卜
五
人
が
出
席
し
た
。
こ
れ
は
、
無
事
故
で
水

神
の
安
定
供
給
が
阿
れ
る
よ
う
に
と
、
毎
年
-
川

水

行

っ

て

~
い
る
札

の
で
、

今
年
度

の
事
業

と
し
て

よ
、
'
仁

老
松
、

松
本
、
峯
大
同
位
、
橋

hU
兵

、

合
L

江
ド
也
-
メ
一

、

ィ

ィ

ー

ー

の
上
水
道
統
ム
日
を
行

う

rr定
に
し
て
い
る
。

水の安定供給を願う

じ

口

口

口

口

口

口

U

口
門

お
弁
当
に
愛
情
つ
め
て

ー
独
居
老
人
に
サ
ー
ビ
ス

長
浜
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
渡
壁
か
む
り
部
長
他
:
-
十
一
一
人
)

が
、
町
内
の
独
居
老
人
十
七
人
に
子
作
り
弁
当
を
配

J

た。

こ
の
愛
情
弁
当
は
、

少
し
で
も
独
居
老
人

の
力
に
な
れ
た
ら
と

企
画
し
た
も
の
で

生
徒
が
材
料
を
持
九

hfd
り
、
さ
っ
ば
り
し

た
老
人
向
け
メ
ニ
ェ

ー
に
な
っ
て
い
る
。

弁
当
を
交
け
取
っ
た

お
年
寄
り
の
嬉
し
そ

う
な
表
情
に
、
生
徒

逮
も
満
足
そ
う
だ
つ

た

口口口口口口口口ゴ口口口口口口口

町
内
を
花
い
っ
ぱ
い
に

ー
庁
舎
前
に
サ
ル
ビ
ア

柴
の
山
中
山
川
光
さ
ん
寄
贈
の
サ
ル
ビ
ア
の
什
田
植
え
が
、
役

場
げ
λ

古
川
で
行
わ
れ
た
。
仲
間
植
え
は
毎
年
紫
小
学
校
の
生
一
位

が
行
つ
ど
い
る
も
の
で
、
庁
舎
前
は
今
年
内
、
同
年
日
。
他
に

長
浜
駅
、
長
浜
高
校
、
J

什
、
一
品
駅
、
山
滝
公
閑
な
ど
に
も
一
捕
え

ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
花
い

J

ば
い
運
動
の
輪
を
広
げ
て
ほ

し
い
も
の
。

長

浜‘

の
、匹

、‘一

一
生
産
a

豊
凶
に
関
す
る
も
の
一

。
雨
あ
が
り
に
畑
へ
入
る
な

。
稲
こ
う
じ
の
で
き
る
年
は
豊
作

一
※
出
穂
時
が
高
温
の
時
は
、
豊
作
の

ザ

こ

と

が

多

い

円
。
午
は
ね
る
よ
う
に
飼
え
、
馬
は
起

引
き
る
よ
う
に
飼
え

氏
。
果
物
を
本
に
一
つ
残
し
て
お
く
と

世

来

年

よ

く

な

る

~

0
ト
小
じ
ハ
竹
八
(
木
六
月
竹
八
月
)

ぷ
※
旧
暦
の
そ
の
月
が
切
り
ど
き

~
c
松
う
ね
杉
さ
二
(
穴
口
間
)
桧
岡

ザ

O
つ
ば
め
が
早
く
来
る
年
は
豊
作

~
※
つ
ぱ
め
の
早
く
く
る
よ
う
な
年
は

子
季
節
の
進
み
方
が
早
く
高
気
圧
と

片

な

る

4

0

苗
代
半
作

~
※
H

同
の
出
米
次
第
で
作
が
ら
に
影
響

一

が

あ

る

~
c
瓜
と
茄
子
は
取
る
ほ
ど
な
る

ザ

O
た
ま
ね
ぎ
の
茎
は
踏
み
倒
す
と
よ

ザ

O
彼
岸
に
さ
し
木
を
す
れ
ば
よ
く
つ

。。※ 0 ※ 0

初む己麦雪る麦ぃ f皮く
H さ午のの の 岸
)んに徒多 成 に

のば餅長い 長 麦
H いはが年期畑
[こわ-~雪~ I;J:二 [こ

はろかに麦 踏 人
I鼠しょtJ_わ、 l立 /~ る

日(さ豊でと
に問 え作干N 出
入 植 ら を 来
らえ ;/T j話 カ三

れのる め悪

と

わ
ムズ、
'-

(
2
)
 

斗U
 一

人

事

・

そ

の

他

}

，

O
と
う
と
(
正
月
松
飾
)
で
餅
を
焼
一

い
て
食
べ
る
と
-
夏
や
せ
せ
ぬ

4

0
朝

が

ゆ

に

タ

ぞ

う

す

い

~

O
朝

寝

・

昼

寝

は

貧

乏

の

も

と

点

。
朝
の
参
り
は
信
心
参
り
、
夕
方
参
~

り

は

だ

て

参

り

点

。
一
言
う
ご
と
は
朝
一
百
え
、
う
ま
い
も
日

の

は

宵

に

食

え

が

O

い

き

が

け

の

駄

賃

可

。

う

ど

大

木

(

牲

に

な

ら

ぬ

)

点

。
税
の
悪
い
の
と
味
晴
の
悪
い
の
は
~

直

し

ょ

う

が

な

い

世

O
か
げ
謄
を
供
え
て
や
る
と
腹
が
へ
叶

ら
な
い

4

0
か

ら

す

が

鳴

く

と

人

が

死

ぬ

町

※
か
ら
す
は
、
長
わ
ず
ら
い
の
病
人
引

の

死

臭

を

か

ぎ

わ

け

る

円

。
ご
飯
を
た
べ
て
す
ぐ
寝
る
と
牛
に
ザ

な

る

与

。
っ
ば
め
が
巣
を
す
る
と
火
災
会
し
世

O
爪
を
焼
く
と
気
ち
が
い
に
な
る
~

※
爪
を
焼
く
と
窓
臭
が
出
る
の
で
い
ザ

ま

し

め

た

も

の

山

口
冬
至
に
南
瓜
を
食
べ
る
と
夏
病
み
ザ

せ

ぬ

~

り
逃
げ
た
魚
に
こ
ま
い
の
が
な
い

4

0

の
ら
の
節
句
働
き

K

O
飯
を
こ
ぼ
す
と
日
が
つ
ぶ
れ
る

4

0
鳥
居
の
上
に
石
を
投
げ
、
石
が
と
円

ま

れ

ば

良

縁

が

あ

る

ザ

(
長
浜
文
化
協
会
会
長
久
保
ヒ
郎
)
一
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郵
便
受
箱
の
設
置
に

ご
協
力
を

f

伊
予
長
浜
郵
便
局

六
月
は
、
梅
雨
の
季
節
で
雨
が
多
く

な
り
ま
す
。
郵
便
局
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
差
し
出
さ
れ
た
郵
便
物
を
濡
ら
さ
な

い
よ
う
、
配
達
の
際
に
は
十
八
万
気
を
つ

け
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
郵
便
物
を
雨

か
ら
守
り
保
護
す
る
た
め
に
も
、
ご
家

庭
に
郵
便
受
箱
合
設
置
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

お知らせ。コンニチハ

災
害
防
止
に
つ
い
て

愛

媛

県

L

ハ
片
は
防
災
対
策
強
調
月
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
梅
雨
や
台

風
、
秋
雨
前
線
な
ど
の
影
響
で
、
大
雨

の
降
り
や
す
い
季
節
で
す
。

県
で
は
二
の
月
間
中
、
河
川
、
道
路

な
ど
の
土
木
施
設
や
、
工
事
現
場
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
め
、
危
険
箇
所
の
発
見

や
応
急
工
事
の
実
施
な
ど
災
害
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
字
。
皆
さ
ん
も
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
会
ど
の
災
害
情
報
に
注
怠

し
、
危
険
が
迫
っ
た
時
は
す
ぐ
に
避
難

す
る
な
ど
、
災
害
に
対
「
る
答
戒
を
十

水道週間

水
道
は
、
私
た
ち
の
坐
活
に
欠

か
せ
な
い
よ
叩
の
道
υ

で
字
。
ド
ハ

け
今
け
か
ら
始
ま
る
「
本
道
週
間
」

を
機
会
に
、
改
め
て
水
道
の
大
切

さ
を
見
直
し
、
上
子
な
使
い
方
を

与
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

夏
だ
よ
り
は

円
か
も
め
I
る
ο

で
F

親
し
い
人
ヘ
、
懐
か
し
い
あ
の
万
へ
、

心
を
こ
め
た
気
持
ち
を
、
暑
中
見
舞
は

が
き
「
か
も
め
|
る
」
で
わ
届
け
し
ま

せ
ん
か
。
長
い
閉
会
っ
て
は
い
な
く
て

も
、
は
が
き
-
枚
で
心
が
通
い
九
日
う
も

の
で
す
。

か
も
め

l
る
な
ら
、
く
じ
付
き
だ
か

ら
楽
し
き
も
一
手
倍
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る

デ
ザ
イ
ン
も
人
気
で
す
。

八
刀
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
災

害
に
備
え
て
、
懐
中
道
灯
や
携
得
ラ
ジ

オ
な
ど
も
常
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

v
寸
ノ

O
ま
た
、
危
な
い
場
所
を
見
か
け
た
時

は
、
寸
ぐ
に
役
場
や
県
の
地
か
い
川
、
上

木
事
務
所
な
ど
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

水道週間

( 6 月 1 日 ~7 日)

E 
長4
[gJ 

z 

ー
柴
俳
句
会

1

せ
〉
ら
ぎ
を
覆
い
か
く
し
て
菜
は
咲
け

り

柴

中

年

栄

薦
舞
ふ
山
川
大
き
く
春
の
凶坂

井
存
久
子

鴬
や
小
さ
く
五
口
が
名
短
冊
に清

水

潔

千

里
一
糖
の
ふ
つ
/
¥
に
じ
む
酒
の
粕

坂

井

良

恵

木
枯
が
吹
き
政
け
て
ゆ
く
無
人
駅

小
同
か
め
チ

気
の
付
い
た
事
か
ら
メ
モ
し
年
用
意商

品
似

む {車月 ;f'; 窓
に 風逝 越
ぎ[こきし
り髪てに
のの H百初
版乱干IJ 雪
にれもを
遊や遠 兄
べ春く ど
るの弥大

林イ乞 清 旅 窪 生 : 徳 朝 新
定ノk 月田寝
よ美
し恵
子 r

中
小
企
業
者
の
た
め
の

消
費
税
相
談
日
を
設
置

媛

県

愛

山
県
で
は
、
中
小
企
業
者
の
消
費
税
に

関
す
る
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

地
方
向
商
工
労
政
課
に
お
い
て
、
次
の

通
り
消
費
税
相
談
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
期
間
一
平
成
元
年
四
月

i
平
成
二

年
一
月

一
相
談
日
}
毎
月
第
二
一
・
第
四
月
曜

H
静
チ

一
受
付
時
間
一
午
後
一
時
か
ら
問
時

一
場
所
一
八
幡
浜
地
万
局
商
工
労
政
課

一
問
い
合
わ
せ
先
一
八
幡
浜
地
ト
刀
局
商

工
労
政
謀
(
宮

0
8
9
4
1
n
1
4
1

1
1

内
線
2
3
5
)

定
f 

手
帳
交
付
の
徹
底
と

災
害
の
防
止
を

家
内
労
働
旬
間

五
月
-
一
卜

-
H
か
ら
二
-
卜
一

H
ま
で

の
十
日
間
は
、
家
内
労
働
旬
間
で
す
。

委
託
者
(
内
職
の
仕
事
を
出
す
事
業

主
等
)
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
働
子
帳
に
、
工
賃
類
、
支
払

日
な
と
を
記
入
し
、
必
ず
家
内
労
働

者
に
渡
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
一
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
た
め
、

必
要
な
措
置
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
最
低
工
賃
額
以
v

仁
の
工
賃
を
支
払
い

(父
H

隆
さ
ん

i
恵三)一

ま
し
ょ
う
。

家
内
労
働
者
(
内
職
の
仕
事
を
す
る

人
)
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
働
手
帳
を
委
託
者
か
ら
受
け
、

記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

必
一
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま

?
し
ト
ト
ス
ノ
。

⑥
工
賃
は
、
現
金
で
全
額
を
一
か
月
以

内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
の
危
険
有
害
作
業
に
従
事
す
る

人
は
、
労
災
保
険
に
特
別
加
入
で
き
ま

す。
家
内
労
働
法
に
つ
い
て
の
相
談
お

問
い
九
日
わ
せ
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
賃

金
課
(
君
。

8
9
9

お
!
2
1
0
1
)

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

へ。

(
愛
媛
労
働
基
準
局
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表
彰

、
水
木
タ
マ
ル
さ
ん

本

ゆ
小

(有 l岸本印刷

青
少
年
の
健
全
育
成
に
功
績

リ開相
川

ut

p

トド

長
浜
の
収
木
タ
マ
ル
さ
ん

(

d

h

一)いい、

長
浜
町
青
少
年
柄
小
山
子
員
と
し
て
水
年
に

わ
た
り
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
「
か
り
、

松
山
市
で
聞
か
れ
ん
県
少
年
楠
導
員
研

修
大
会
の
席
上
、
伊
賀
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

(i1t月1l:J発行)

や
っ
て
み
ま
せ
ん

婦
人
交
通
指
導
員

平成元年~ I J 1日発行

長
浜
町
公
尚
一
-
K
八
王
協
会
支
部
連
合
会

で
は
、
次
の
要
領
で
い
町
人
交
通
指
導
員

を
募
集
し
ご
い
ま
す

一
募
集
人
数
}
一
む

一
年
齢
一
十
八
ぶ
か
ら
二
ト
丘
歳
位

ま
で{

勤
務
先
}
長
一
山
筈
作
宵
派
出
所

一
そ
の
他
}
社
会
保
険
あ
り

平成元年5月号広報ながはま

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
(
宮
臼

1

1
1
1
)
ま
た
法
長
浜
響
察
官
派
出
所

E
臼

l
1
0
1
5
)
ま
♂
υ

寄
付
採
納

。
出
海
保
有
一
岬
保
護
者
の
会
・
・
室
内
遊

具
ヘ
ド
ラ
ム
積
水

J

ヰ
一
山
山
海
保
育
所
ヘ

0

0
2什
一
兆
保
育
所
日
り
の
会
:
・
フ

y

ン
シ
ヨ

ン
ス
テ
レ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
白
滝
保
育

的
へ
。

。
怖
生
保
育
所
昭
和
六
十
七
年
度
卒
園

児
保
護
者
-
同
・
川
市
川
凡
主
用
テ
ー
ブ

ル
二
脚
を
惰
生
保
育
所
へ
。

。
喜
多
灘
保
育
所
昭
和
六
十
-
一
今
年
々
母

の
会
・
平
成
一
冗
午
皮
ほ
の
会
:
・
一
ア
レ
ビ

合
弁
一
存
多
灘
保
育
所
へ
。

。
大
利
保
育
一
川
母
の
会
:
-
一
ナ
レ
ピ
一
ム
け

を
犬
和
保
育
所
へ
。

ハ
)
豊
茂
保
育
所
母
の
会
・
:
児
童
用
一
一
一
輪

車
二
台
、
児
常
用
ス
ケ
ー
ト
一
一
台
を
盟
任

茂
保
育
所
へ
。

O
伊
予
長
浜
ラ
イ
イ
/
ズ
グ
一
ブ
プ
雨

傘
百
本
を
町
内
小
学
校
へ
。

一
川
愛
媛
芙
峰
会
:
・
絵
画
一
点
、
額
縁
一

点
を
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
《
)

土
ロ
毒
桝

，
本
山
町
制
矧
紋位

リ

ハ

ψ

一
円

3

け
の
}
ノ
ブ
は

五
円
売
鴨
川
H

矢
子
さ
ん
の
カ
ノ
ノ
ル

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

婚

姻

時

年

齢

ヘ
ド
須
戒

-

J

山

昌

秀

暢

て

一

八

)

/

長

浜

東

山

柴

子

(

二

仁

一

一

¥
山
県
…
出
平
肝
義
孝

(
-
7
r江
)

/
一
「
出
一
ド
取
引
石
和
子
で
ゐ
行
~

¥

黒

川

小

同

伸

司

(

二

八

)

f

川

市

川

中

村

た

え

ヴ

十

ご

て

一

)

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

3
月
届
出
分
(
政
府
れ

保
護
者
氏
名
続
柄

一

(

広

淳

長

男

中
伊
弘
行
一
一
女

他

川

刻

一

長

男

川
崎
兼
康
一
一
切

藤
本
勝
彦
ゐ
一
次

藤
句
作
光
教
一
一
男

下 t' 長 (1出長住
3員三員
戒校 J兵 j竜 海 浜 所

/子黒 j中 下 fli中仲
l!t~_3 ~頁

上方田浦 戒 i竜浦;甫

真祐誠(lド I
人子史、iと[可 l今名

長 i頁 tt'， (1長下長 長今 11 1毛長住
;]ヨ、 u存

が沢 j毎ィ竜 j兵 成 t兵 浜 i方 1地ィ!'ィ兵所

高

代

品

川

県

川

常

准

鎌

山

た

松

岡

功

泉
栄
一

A

A

郎

山
旧
い
白
川
幸

石

川

氏

叶

後

藤

富

夫

-
一
男
一
費

二
一
肝
心
正
造

一
一
女
佳
那
絵

長

問

符

太

長

男

総

郎

二

男

誠

一
ケ
、
舞

長
男
同
ト
仏

お
く

同たや岩 大 端 会7卜i加パ同大;r=;-氏 3
j草木 Itl井里子地法裏 Z量五日i永里子力& 月

ッ r イ 名 届
英人繁 1青宗グイ f是清 11与 米 ヴ キ 出
一義松繁市了/校 J コケ死分

亡(
~~ー-------._ ----- -----._ ~ -- ，.--..... --- 時 敬
七八七七七六八七六六七七八年称
八三四九 六六八三よ八九八自宅Hlj)

側
一
編
集
後
記
働

一一

)

1
え

た

去

三

)

:

て

;

一
一
バ
レ

μ
剖
判
社
ヵ
，
よ
)
ど
よ
て

[υ

ι
?
の
な
い
上
一
j

何
人
も
の
什
で
、
川

川
も
磯
山
叫
が
一
れ
わ
れ
ま
す
。
メ
好
川
、
今

月
十
一
三
一
は
と
自
伝
'
7
一片山
J

f

¥

北
自
主
人
に

わ
践
し
し
ご
…
ー
マ

F

コ
小
で
J
か
、
や
っ
ぱ

り
誤
下
が
山
山
ご
長
一
ま
寸
。
自
分
の
ミ
ス

を
棚
に
ト
ぃ
げ
て
こ
ん
な
こ
と

A-1-
一7
山

も
何
で
寸
が
「
不
思
議
一
で
寸
r

読
お
の
降
、
1
7
九
、
こ
ん
な
紅
で
寸
が

へ
ノ
俺
と
仁
子
一
次
流
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

む
願
い
[
手
ト
?
ハ

先
月
H

什
の
汀
川
正
は
次
の
通
り
で
す
。

一
訂
正
:
本
紙
同
川
口
一
行
一
一
べ

l
シ
の
長

ド
段
、
」
い
百
一
泊
三
主
命
(
桝
斗
判
44
時
ト

日
淳
一
-
4
出
げ
)
×

ω
y
h
¥
沢
、
一
同
一
出
五
芋
山
町

は
、
説
明
岬
議
山
守
山
ぷ
り
、
川
ベ
l
ン

川
ボ
の
欄
山
中
、
は
辺
茂
八
幡
浜
地
方
日

長
は
、
波
部
茂
八
幡
一
山
地
ト
H
リ
ド
日
山
品

り
、
ぃ
ハ
ベ
|
シ
の
カ
ヌ

i

y

l
リ

ノ

ケ

の
け
山
口

ι小
、

h
H
の
肱
川
町
!
大
洲

市
は
、
ト
ヘ
川
市
長
浜
町
の
訣
り
で
し

た
o
J
正
し
て
あ
詫
び
し
ま
す
一
↑
一

妻女

人[1をふやしましょう

3 )j ~~JlUI: IIII fJとの比較

11，631人 95人ィI;¥:

人 r r (けl5，47川 (53人減、l
1;; 6，152人 42人減

11I持政 I 3，749世帯 12世帯減

「笛吹いども踊 らずJ という

Fi葉がJヒ〉る ，i'Z界はリクルー

トJ:消費税で色々 な国の音が

騎ヤしく鳴り響しミている。そ

の止まび、すさぴ中には国民は踊

)ごいないのて刊土なしゐかとしミ

う毘与じカずないで、色なけ υ jコド森

りの韓国であっとらも y と鮮

t!4 な反);(s.を/J~す(ニ iit ミましミ。

A さご五月の始めはゴ )し

ン ウイ ク。子供のlJ訂J 長伶

に f盲の凸二に~J. i-igわりなく行楽

のスケ三 ， - )しが消イヒされた
き

ことだろ江戸っチは五

首の鯛で[1ばかり」とい日11

f~P 7J'-ある。ノ'¥''/と 1IえLミごノ¥-/ 

と散る、??長しやすいがi令めや

jーい、 {宋哀日山lにこ思 Lい、 VつJ山て宅も』主好t:
ま 戸，なよ士よ

:流荒して子 とし追う楽天的なと

てろがr.1/t:国民の特11:らし ¥'>0

I2け意味でも忠い怠日本でも 7散

にごし 1ノ|玉Lu寸l竺l立{引いごいる

それが凶日勺げと 安 定 の 要

ぶとなっごいるこ とも間違い

なし￥ O ム鯉のぼり てこに仁川

本明児あり ο この ~1) には単 l

男の[f井ありというのごうく

大干II兵鬼をiIf 責f壬をもって次

代を-tItう大 J が居るぞとい

うl汚りと気(1)¥1，がH-t二男!尼とい

う二とはの中に濯っている。

%がこのような気峨を発ナ軍す

べき 11'i'(1丹にきて円心じって、はあ

るまし冶力、。

--千百B世口人


